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はじめに
一

ウチナ ーンチュは、 2 0 世紀初頭、 南北アメリカ大陸を中心に世界各地へ雄飛し、 移住者とその子弟は

各界各層で活躍しております。 沖縄県では、 この世界に広がるウチナ ー ネットワー クを有効に活用し、

ホ ー ムステイを通して、 海外と県内のウチナ ーンチュの若い世代の双方向の交流を推進する「ホストファ

ミリーバンク推進事業」を実施しております。

この事業は、 平成18年10月に開催された「第4回世界のウチナ ー ンチュ大会」の際、 海外県人会・民

間大使会議において、 「ホストファミリ ー パンク事業」の推進が決議されたことを受けて行われている

もので、 今年で5回目になります。

現在、 海外の沖縄県系人社会では、 時代の変遷と世代を重ねるにつれ母県沖縄に対する認識と関心が

薄れる中、 ウチナ ーンチュのアイデンティティを継承し、 県人会の次世代を担う人材の育成が課題となっ

ており、 他方県内の若い世代には、 沖縄の近現代史の重要な要素を成す先人達の海外移民の歴史を学び

これを受け継いでいくことが求められていることが背景にあります。

今年度は、 平成23年 8月にアメリカ合衆国のワシントンD.C.とジャクソンピルに沖縄の若者12名を

派遺しました。

派遺された12名の皆さんには、 アメリカヘ渡ったウチナ ーンチュの移民学習や現地での学習等を通じ

て、 沖縄の歴史を再認識するとともに、 現地で出会った県人会の方々とのつながりを今後とも大切にし

ていただきたいと思います。

平成23年10月には「第 5回世界のウチナ ーンチュ大会」の開催に合わせて海外からの受入事業を実施

しました。

大会のイペントの一つとして位濫付けた今回の受入事業には、 アメリカから1名、 プラジルから 1名、

ペルーから 2 名、 ポリピアから 1名の若者が参加し、 南は糸満市から北は宜野湾市までの合計7世帯の

ホストファミリーに参加者を受け入れていただきました。

参加者には、 ウチナ ーンチュ大会の一環で行われた、 各市町村主催の歓迎レセプションに参加してい

ただくことで自分のルー ツを知っていただくとともに、 開閉会式をはじめ、 フットサル大会や次世代ウ

チナ ー ネットワー ク会議等を通して、 ウチナ ーンチュ大会への参加をしていただきました。

参加した5名の皆さんには、 交流を通して得た県民との関係を一過性のものにすることなく、 相互の

コミュニケ ー ションを保ちつつ友好の絆を深め、 今後の国際交流、 協力の担い手として活躍していくこ

とを期待しています。

沖縄県としてもこの事業の成果を検証し、 更なる内容の充実を期して参りたいと考えております。 本

県の国際交流・協力事業の推進に尚 一層のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げ、 ごあいさつ

と致します。

平成24 (2012)年 2月
沖縄県文化観光スポ ー ツ部交流推進課

課長 照喜名 一
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- 事業概要

海外県人会ホームステイ派遺事業

本県の若い世代が海外の県人会でホ ームステイ及び諸活動を通して、 海外へ雄飛したウチナ ーンチュ
の歴史や生活を学び、 派遺先国地域や県人会コミュニティ等との交流を経験することで、 世界に広がる
ウチナ ー ネットワ ー クの認識を深め、 国際感覚に優れたウチナ ー ネットワ ー クを担う次世代の育成を図
ることを目的とする。

実施期間： 2011年 8 月 15日（月）～2011年 8 月28日（日）

参加人数： 12名 （高校生 11名、 専門学校生1名）

プログラム随行員

山城 拓也 （沖縄県交流推進課）
岸本 佳子 （沖縄NGOセンタ ー）

沖縄県海外県系人ホームステイ受入プログラム

本プログラムは、 海外県系人子弟等が沖縄県内におけるホ ームステイを通して、 県民との交流や沖縄

の歴史・文化・自然などの体験学習、 学校への体験入学、 ルー ツの地域との交流により、 母県・沖縄に

対する理解と絆を深めるとともに、 海外県系人社会の発展とウチナ ー ネットワ ー クを担う次世代の人材

育成に貢献することを目的とする。

実施期間： 2011年 10月 7日（金）～2011年 10月 17日（月）

参加者人数： 5名

プログラム随行員

山城 拓也 （沖縄県交流推進課）
大仲 るみ子（沖縄NGOセンタ ー）

事業実施機関

特定非営利活動法人沖縄NGOセンタ ー

〒901-2211 沖縄県宜野湾市宜野湾 3 - 2 3 -52 1F 

電話 09 8 -89 2 -4758

FAX O 9 8 -9 4 1 -6 8 1 2 

ー



L
i‘

 
.
,
`
i
I・・t.＂_
←ー；ー・鼻!,'
uH’

',

．,．
I'`
ー，．

一
事業経過

〈派遺事業〉

日 程 内 合ワ 場所•その他

5月20日 派遣者募集告知 全学校 へ 配布

6月10日 申込み9切 30名の応募
6月14 • 15日 応募者面接 沖縄県庁

6月16日 参加者決定通知
7月9 日 第1回オリエンテ ーション J ICA 沖縄国際センタ ー （浦添）

7月23日 第2回オリエンテ ーション J I CA 沖縄国際センタ ー

8月9 日 第3回オリエンテ ーション J ICA 沖縄国際センタ ー

8月15日 米国（ジャクソンピル）へ向け出発 那覇空港 一 成田空港 ー アトランタ
米国（ジャクソンピル）到着 ージャクソンビル
ワシントンD.C. へ向け出発 那覇空港 一 羽田空港 ー デトロイト

ーワシントンD.C.

8月25日 米国（ジャクソンピル）より日本へ向け ジャクソンビル ー アトランタ
出発 一 成田空港

8月26日 米国（ワシントンD.C. ）より日本へ向け ワシントンD.C. ー デトロイト
出発 一 羽田空港

米国（ジャクソンピル）より那覇空港着 羽田空港 一 那覇空港
8月28日 米国（ワシントンD.C. ）より那覇空港着 羽田空港ー那覇空港
9月10日 帰国報告会 J IC A 沖縄国際センタ ー

〈受入事業〉

日 程 内 容 場所・その他
7月11日 参加者募集開始
8月 5 日 応募?切
8月 7日 参加者決定
8月12日 受入ホストファミリ ー募集開始
8月21日 受入ホストファミリ ー決定

10月 3 日 ホストファミリ ー説明会 J ICA 沖縄国際センター
10月 7 日～ 受入事業 実施期間

10月17日
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海外県人会ホ ー ムステイ派遣事業 報告



―` 
派遣日程・活動日誌

平成23年度海外県人会ホ ー ムステイ派遣（ジャクソンビル）

平成23年8月15日～平成23年8月27日

つ

月 日 時 間 内 容 場 所

①8月15日 10: 40 那覇空港発 →成田空港乗り継ぎ 那覇空港 成田空港
（月） アトランタ経由→ジャクソンピル到着 ジャクソンピル

②8月16日 終日 ホストファミリ ーと共に過ごす ホストファミリー 宅など
（火）

③8月17日 午前 チェロキー ヘ向けて出発 チェロキー

（水）

④8月18日 終日 チェロキ ー を見学 チェロキ ー

（木）

⑤8月19日 午前 チェロキ 一見学 チェロキ ー

（金） 午後 チェロキ ー出発 →ジャクソンピル

⑥8月20日 午前 ホストファミリー と過ごす ジャクソンピル
（土） 午後 ジャクソンピル県人会との交流会

⑦8月21日 午前 キティ ー ホークへ キティ ー ホーク
（ 日） 午後 キティ ー ホーク見学

⑧8月22日 終日 キティ ー ホーク見学 キティ ー ホーク
（月）

⑨8月23日 終日 ジャクソンピル高校見学 ジャクソンピル
（火） コミュニティ ー カレッジ見学

⑩8月24日 午前 ホストファミリ ーと過ごす ジャクソンピル
（水） 夕方 県人会お別れパ ーティ ー

⑪8月2 5日 6 : 00  ジャクソンピル出発 → アトランタ経由 移動

（木） アトランタ出発 →成田

⑫8月26日 16: 50 成田着 移動

（金） 東京見学 東京

⑬8月27日 1 5: 00 羽田出発 移動

（土） 17: 30 那覇空港到着
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平成23年度海外県人会ホ ー ムステイ派遣 （ワシントンDC)

平成23年8月15日～平成23年8月28日

月 日 時 間 内 容 場 所

①8月15日 20: 50 那覇空港発 →羽田空港着 那覇空港 羽田空港
（月）

②8月16日 6 : 55 羽田空港→デトロイト経由 移動
（火） 9 :  05 ワシントンDC到着

歓迎プランチ会（ベトナム料理） エ デンセンター

エデンセンタ 一見学、 ホストファミリ ー 宅へ移動
③8月17日 終日 ホストファミリ ーと過ごす ホストファミリ ー 宅

（水）
④8月18日 終日 ホストファミリ ーと過ごす ホストファミリ ー 宅

（木）
⑤8月19日 終日 ワシントンDCと沖縄コネクション・ デ ー ワシントンDC

（金） ワシントン ・ モニュメント見学、 第二次世界大戦
メモリアル、 ジャパニーズアメリカンメモリ アル

⑥8月20日 終日 ホストファミリーと過ごす
（土） グル ープ ・ アクティ ピティ ・オプション

⑦8月21日 11 : 00 沖縫会ピクニック メリ ー ランド州
（ 日） ～午後 ケピン ・ ジョン公園

⑧8月22日 終日 ニュー ヨ ークシティ 一日帰り旅行 ニュー ヨ ークシティ ー

（月） エリス島 、 自由の女神 、 ワ ールドセンタ ー 、
セントラルパ ーク、 エンパイ アーステ ートビル

⑨8月23日 終日 ホストファミリーと過ごす ワシントンDC
（火） 周辺見学、 観光

⑩8月24日 終日 ホストファミリ ーと過ごす ワシントンDC
（水） オプショナル ・ ツア ー

（ミュージアムオプ ナショナルヒストリ ー ）
⑪8月25日 6 : 00 ホストファミリ ーと過ごす ワシントンDC

（木）
⑫8月26日 16: 50 さよなら昼食会 ヴァ ージニア州

（金） 17: 14 DC空港発 →デトロイト経由
⑬8月27日 22: 30 デトロイト→ 羽田空港着 移動

（土） 羽田泊
⑭8月28日 16: 00 羽田空港発 移動

（ 日） 18: 30 那覇空港着

し ．
J

. ; I 
．． ｀ 

； 

• 一

・→る；‘’

4 



◆米国 （ジャクソンビル）

ー1

0

1 日目： 8月15日（月）

10: 4 0 那覇空港発 → 成田空港→ 米国アトランタ経由→ジャクソンピル到着（ 日 付が変わった 8月
16日 夜中 1 時）。 ジャクソンピル県人会の方々と一緒にレストラン ヘ行き、 それぞれのホ ームス
テイ先へ移動した。

2 日目： 8月16日（火）

各ホストファミリーとの時間
ペコポ ールが楽しかった。 ウチナ ーンチュの焼き鳥屋 さんがおいしかった。Japanese Stな）の従
業員 さんに石嶺の人を発見！とても嬉しかった。

3 日目： 8月17日（水）

チェロキ ー ヘ向けて出発。 7 時間かけてようやく到着した。 アメリカで叢大の個人邸宅ピルトモ
アハウス を見学。 アメリカに来て初めての観光がピルトモアハウスだったので、 ヨ ーロッパに来
たのか？と勘違いしそうになった。 とにかくアメリカは何もかもが大きいと実感。

4日目： 8月18日（木）

チェロキ ー ：rdan Reservationを見学。 インディアンの生活風景をのぞいてきた。 インディアン
の生活は知恵を出して生きているのだと分かった。 インディアンの踊りも独特だった。 明日 はチェ
ロキ ー 最終日 だ。 明日 も頑張ろう。

5 日目： 8月19日（金）

チェロキ ー ：アメリカの旗が立っているチムニ ーロックを登った。 暑くて、 階段も急でとても大
変だったけれど、 上からの景色がとても良かった。 車に10時間 くらい乗って、 夜中に家に着きま
した。 今日 思ったことは、 やっばりアメリカは広い。

6 日目： 8月20日（土）

午前はホストファミリーとの時間。 午後は、 ジャクソンピル県人会の方々との交流会。 新しい友
だちができ、 みんなで英語でおしゃべりをした。 2次会は琉球國太鼓の会長のお家であった。 ジャ
クソンピルの人たちとエイサ ーも踊った。 いろいろな同年代の人と交流が出来て本当に良かった。

7 日目： 8月21日（ 日）

キティー ホ ークヘ車で 4 時間 かけて到着。 ライト兄弟の飛行の記録を見たりした。 あの当時は、
人が走るより飛行機が遅かったということが発覚。 夜はプ ールに入りに行った。 知らない子ども
たちに声をかけて一緒におにごっこをした。

8 日目： 8月22日（月）

キティー ホーク：大きな灯台に行った。 移動風景がとても面白かった。 灯台のデザイン （ 模様）
も面白かった。 昼からは船に乗って島から出た。 夜は沖縄料理の店で沖蝿そばを食べた。 おいし
かった。

9 日目： 8月23日（火）

ジャクソンピル高校と コミュニティー カレッジを見学。 高校の人たちはみんな面白くて、 友達に
なれてよかった。 帰ってからも交流したい。 コミュニティー カレッジでは、 先生から話を間かせ
てもらいました。 あまり理解できなかったけれど、 頑張って聞いていました。
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10日目： 8月24日（水）

ホストファミリ ーとの時間
午後からジャクソンピルあたりのショッピングモールに行った。 夜には県人会の方々がお別れパ ー

ティ ー をしてくれた。 バイキン グもおいしくて、 パ ーティ ーではみんなからお土産をもらってと
ても感動した。 一言あい さつ、 あまり上手く出来なかったけれど、 みんながいいこと言ってくれ
て本当に感動したし、 このようなパーティ ー を開いてくれたことに感謝した。

11日目： 8月25日（木）

最終日。 お別れのとき、 県人会の方々がたくさん朝早く集まってくれていて、 その時点で涙がこ
らえきれなくなっていた。 また絶対来ようと思っているので、 その時までにまた気持ちを切りか
えたい。 6 : 00ジャクソンピル発 → アトランタ経由

12日目： 8月26日（金） ｀ 
アトランタ→成田空港到着(16 : 50 ) 

13日目： 8月27日（土）

羽田→那覇空港17: 30到着

-

“な
．
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◆米国（ワシントンD. C.) 

1 日目： 8月15日（月）

20: 50那覇空港発 →羽田空港

2日目： 8月16日（火）

羽田空港→デトロイト経由→ ワシントンD.C． 到着(9 : 05) 
エデンセンターにて歓迎プランチ会（ ヴェトナム料理店にて）、 エデンセンター のミニ見学。
それぞれのホストファミリー 宅へ

3 日目： 8月17日（水）

ホストファミリーとの時間：おみやげをプレゼント。 方言が書かれたファ イルはとても喜ばれた。
方言を使って差別された時期もあったと言っていたけれど 、 今は方言 を使っている人も少なくなっ
てきたから、 やはりこのような文化は大切に残さなければいけないと思った。

4 日目： 8月18日（木）

ホストファミリ ーとの時間 ：車で 3 時間かけてダッチという町に連れて行ってもらった。 ここに
は、 ア ーミッシュと言って、 電気とかを使わずに、 昔の生活のまんま暮らしている方々がいるみ
たい。 実際に馬車で買い物に来ている人もいたし、 またお店も馬専用の駐車場とかも用意してあっ
た。 沖縄ではない光景。

5 日目： 8月19日（金）

D.C.ツア ー ：今日はついにアメリカの首都 ワシントンD.C. ! Japanese American Memorialでは、

テリ ー ・ シマ さんが来てくれて、 細かく説明してくれた。 たく さんの人の傷が記念碑に刻まれて
いるんだと感じた。 そして国会議事堂はとにかく広くて、 1つ1つの物が美しかった。 ワシント
ンモニュメントは大きかった一 ！ 今日はアメリカと沖縄とのつながりを感じることができた。
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6 日目： 8月20日（土）

ホストファミリーとの時間
今日 は朝からハ ーシー ・パ ーク。 到着して人の多 さにびっくり。 それから ワゴンに乗ったりしな
がらプ ールに移動。 ミュ ージカルにも連れて行ってくれた。 チョ コレート工場はかなりテンショ
ンが上がった。

7 日目： 8月21日（ 日）

ワシントンD.C．沖縄会のピクニック：沖縄会の80名くらいの人たちが来ていた。 準備していた沖
縄の紹介と空手と三線の披露もした。 雨と雷で披露できないものもあったけど、 みんなで屋根の
下に集まって、 カチャ ーシー大会をして、 より一体感を感じることができた。

8 日目： 8月22日（月）

ニュー ヨ ーク：D.C．から 4 時間かけてバスでニュー ヨ ークまで行った。 エリス島では、 移民者の
苦労を学んだ。 9 · 11メモリアルは未だに修理できていないピルを見るとその事の重大 さがとて
つもないものだと実感した。 タイムズスクエ アも歩いた。

9 日目： 8月23日（火）

ホストファミリーとの時間 ：今日 はロックビルにあるホストファミリー の習字教室の見学に行っ
た。 生徒 さんはハ ー フの小 さい子どもたちで、 ま さかアメリカでこんな風景見れると思わなかっ
たので新鮮。 ホストの子どもも一生懸命漢字勉強していた。

10日目： 8月24日（水）

ホストファミリ ーとの時間 ：ナショナル ・ ミュ ージアムで働く知念じゅんこ さんにお会いするこ
とができ、 いろいろな話を聞くことができた。 世界に飛び立って様々なことを吸収することはい
いことだけれど、 常に自分自身の故郷を忘れずいつも大事にすることはとても大切だと感じた。

11日目： 8月26日（木）

ホストファミリーとの時間 ：ペンシルバニ ア観光。 昔のペンシルバニ ア のパ ークに行った。 日 本
とは正反対の町並みが広がっていておとぎの話の中に来たみたい。 ホストマザ ー の誕生日 で、 近
くのレストランに家族全員集合。 家族を大切にする文化がもっと日 本にも伝わるといいな。

12日目： 8月27日（金）

最終日 ： ヴァ ージニ ア州で さよなら昼食会 をした。 ホストファミリ ー 、 沖縄会のももこさん、 い
つこ さんも来てくれた。 みんな1つの家族になれた感じがして嬉しかった。 今までの思いが込み上
げて泣いてしまったけれど、 最後は皆笑顔で送ってくれた。17: 14 D.C．空港発 →デトロイト経由

13日目： 8月27日（土）

デトロイト → 羽田空港着(22: 30) 

14日目： 8月28日（ 日）

羽田→那覇空港着(18: 30)  
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参 加 者

米 国 ・ ノ ースカ ロ ラ イ ナ州 ジ ャ ク ソ ン ビル

番 号 名 月
9

9 IJ 読 み 方 所 属

1 中野 潮李 SHIORI NAKANO 向 陽 高等学校

2 宮城 愛里 AIRI MIYAGI 名 護 高等学校

3 宮 里 佳吾 KEIGO MIYAZATO 豊見城高等学校

4 田遥 伸吾 SHINGO TANABE 沖縄尚 学高等学校

5 J 1 1 畑 合六 IRURU KAWABATA 沖 縄 尚 学 高等学校

6 仲間 彩乃 AYANO NAKAMA 浦添 高等学校

随行 山 城 拓也 TAKUYA YAMASHIRO 沖縄県 交流推進課

米国 ・ ワ シ ン ト ンD. C.

番 号 名 月
‘’IJ 読 み 方 所 属

1 比嘉 友 里 乃 YURINO HIGA 読 谷 高等学校

2 知 念 祐 弥 YUYA CHINEN 陽 明 高等学校

3 兼 城 睦 MUTSUMI KANESHIRO 沖縄 ブ ラ イ ダルモ ー ド 学 圏

4 糸数 な つ き NATSUKI ITOKAZU 那覇 国 際 高 等 学校

5 荒井 奈 つ 乃 NATSUNO ARAI 沖 縄 尚 学高等学校

6 普久原 朝 日 ASAHI FUKUHARA 浦添高等学校

随行 岸本 佳子 YOSHIKO KISHIMOTO N P O 法人 沖 縄 N G O セ ン タ ー

-----iii 

---, 
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｀ 事前事後研修

派遺ま での日程確認や派遺先につ いての事前学習、 参加者同 士の連帯感や意識を高めるために、 全 3

回の研修を行 っ た。 ご協 力 いただいた講師、 団体の皆様に心より感謝 申 し 上げ ます。

．
 

□ 第 1 回 オリ エ ンテ ー シ ョ ン

日時 ： 20 1 1 年 7 月 9 日 （土） 1 0 : 00- 1 7  : 00 

場所 ： J I C A 沖縄国際センタ ー セミナ ー ル ーム201

内容 ： 保護者説明会、 本事業目的の確認、 参加者 同 士の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン、 沖縄移民につ いての
事前学習、 0 8 / 0 G 体験談

配布資料 ： 研修資料 （保護者用 ・ 参加者用）

（事業概要 、 ホ ーム ス テ イ 日程、 ホ ームステイ 心構え 、 派遣先情報、 沖縄移民 に つ いて 、 参加者一覧、

事前学習調 ベ ノ ー ト （伝えたい沖縄、 派遺先で調ぺたい こと） 、 日常 英会話集）

0 8 / 0 G 参加者 ： 池原な な え 、 奥 山有希、 喜久里瑛

□第 2 回 オリ エ ン テ ー シ ョ ン

日時 ： 20 1 1 年 7 月23日 （土） 1 0 : 00- 1 7  : 00 

場所 ： J I C A 沖縄国際センタ ー セミナ ー ルーム20 1

内容 ： 沖縄移民 に つ いての調べ学習の発表、 派遣先で伝えたい沖縄の 材料探 し、 調 ぺ学習

□ 第 3 回 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

日時 ： 20 1 1 年 8 月 9 日 （火） 1 0 : 00 - 1 7 : 00 

場所 ： J I C A 沖縄国際センタ ー ニライ ホ ール

内容 ： 伝えたい沖縄の仕上 げ作業、 発表練習、 救急救命講座、 最終確認

講師 ： 救急ポランテ ィ ア 協会 「命手」 （上原有美 子さ ん 、 山城 さ ん）．
 ロ ワ シ ン ト ン D . C ． 組盆踊 り 練習

日時 ： 20 1 1 年 8 月 1 1 日 （木） 1 0 : 00 - 1 2 : 00 

場所 ： 首里公民館

講師 ： 首里地区民謡指導者会の皆様

口 帰 国 後 報告会

帰 国 後 、 事前学習 か ら ホ ーム ス テ イ 派 遣 中 ま で を 振 り 返 り 、 体験報告。

日時 ： 20 1 1 年 9 月 1 0日 （土） 1 3 : 00 - 1 5 : 00 

場所 ： J I C A 沖縄国際センタ ー ニ ラ イ ホ ー ル

参加者 ： ホ ームステ イ 参加者 、 参加 者 家 族 、 0 B / O G 、 事業関係者

，

 



｀ 
参加者感想

◆米国 （ ジ ャ ク ソ ン ビル）

「ホ ー ム ス テ イ を終え ての感想」

沖 縄 尚 学 高 等 学校 1 年 川 畑 容

最初 、 自 分 は ジ ャ ク ソ ン ピ ルの イ メ ー ジ は す ご い ド 田 舎 だ と 思 っ て い ま し た 。 飛

行場 も す こ い 小 さ く 、 田 ん ぽ し かな い ん だ ろ う と 思 い ま し た 。 で も 、 次 の 日 町 に 出

た ら 、 想像以上 に都会で 、 と て も 楽 し め そ う だ と 思 い ま し た。 県 人 会 の 皆様 も 、 と

て も 親切 に し て く れて 、 と て も 楽 し め ま し た。 一 番 び っ く り し た こ と が 日 本食 の お店が あ る こ と で し た。

會
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外 国 へ行 っ た ら 日 本食の店や 日 本で売 ら れて い る も の は ほ と ん ど 売 ら れ て い な い だ ろ う と 思 っ て い た の

で 、 と て も び っ く り し ま し た。
他 に も 県 人会の人た ち と 一緒 に チ ェ ロ キ ー や キ テ ィ ー ホ ー ク な ど 色 々 な と こ ろ を 観光で き て と て も 良

か っ た と 思い ま し た。 ジ ャ ク ソ ン ピ ルの 学校 は と て も 広 く 、 日 本み た い に 上 に 大 き い で は な く 、 横 に 大

き く 作 っ て い て 、 1 階だ けで 、 2階 は あ り ま せんで し た。 校 舎 も 結構 分 け ら れ て い て 、 と て も 不 思議 な 作

り 方で し た。 ホ ー ム ス テ イ 先の家族 は と て も 沖縄好 き で 、 三線や沖縄の 組 踊 の 人 形 な ど た く さ ん 沖 縄 の
も の を持 っ てい ま した 。

「ホ ス ト フ ァ ミ リ ー バ ン ク 事業 に 参加 し て 」

沖 縄 尚 学 高 等学校 2 年 田 遥 伸 吾

僕 が こ の事業 に参加 し た き っ か け は 、 海外 に移民 し て い っ た ウ チ ナ ー ン チ ュ に 会
い 、 現地で どのよ う な 暮 ら し を し て 、 どのよ う な こ と を し て い る の か を 学 ぶ た め で
し た。 一 度選考で外れ ま し たが 、 辞退者がでて 、 参加 す る こ と がで き ま し た。 最初 、

僕は ジ ャ ク ソ ン ピ ルが ど こ に あ る の か 、 見 当 も つ き ま せん で し た 。 そ の た め 、 ジ ャ ク ソ ン ピ ル空港 に 降
リ 立 っ た 時 ま で は 、 「 こ ん な 田 舎 に ・ ・ ・ 」 と 思 っ て い て 、 ワ シ ン ト ン D . C に 行 き た が っ て い ま し た。 し か
し 、 現地 につ く と 、 と て も た く さ ん の ウ チ ナ ー ン チ ュ の 方 々 に温か く 迎 え て 頂 き 、 と て も 嬉 し か っ たで す ！

僕 が ジ ャ ク ソ ン ピ ルでの 生活で 一 番 思 い 出 に 残 っ た こ と は 、 何 と 言 っ て も 誕生 日 で す 。 実 は 、 ジ ャ ク
ソ ン ピル 滞在 2 日 目 で あ る 8 月 1 6 日 は 、 僕の 1 7歳の誕生 日 で し た。 それ を ジ ャ ク ソ ン ピ ル の 方 々 に 話 す
と 、 す ご く よ く お も てな し を し て 頂 い て 、 そ の 日 だ け で 4 つ も ケ ー キ を 食 べ ま し た。 さ ら に 、 い ろ い ろ
と サ ー ピ ス も し て 頂 い て 、 と て も 嬉 し か っ た です。 他 に も 、 チ ェ ロ キ ー の イ ン デ ィ ア ン ピ レ ッ ジ や 、 キ
テ ィ ホ ー ク の ラ イ ト 兄 弟 の 飛行場な ど 、 様 々 な 所を 訪れま し た。

僕 を 今 回受 け 入れて 下 さ っ た ル ウ ェ ッ ク 米 子 さ ん は 県 系 1 世 の 方で 、 と て も ｛憂 し い 方 で し た 。 旦 那 さ
ん で あ る デ ー ピ ッ ト さ ん も と て も 優 し く 、 面 白 い方で 、 お孫 さ ん の カ イ ヤ ち ゃ ん 、 マ イ リ ち ゃ ん も と て
も 明 る い子供 た ち で 、 僕 と も う 1 人 一緒 に ホ ー ム ス テ イ し た 川 畑 容君 を 本 当 の 家 族 の よ う に 扱 っ て く れ
ま し た 。 別荘があ っ て （その時点でな かなかお 金持 ち の 気 が ・ , , ) 、 そ こ で バギ ー に 乗 せ て も ら っ た り 、

ポ ー ト に 乗せて も ら っ た り と 、 い ろ い ろ な ア ク テ ィ ピ テ ィ を経験 さ せ て も ら い ま し た。 帰 り は と て も 寂

” ず
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し く て、 「ま たみんなで ジ ャ ク ソンピルに来る か ら ！ 」 と みんな 口 を そ ろ え て言 っ て い ま した

帰 っ て き て、 1 ヵ 月 後.. 「第 5 回世界の ウ チ ナ ーンチ ュ 大会」 が開かれ ま した。 そ こ で ま た ジ ャ ク ソ

ン ピルの方 々 と 再会で き て、 本 当 に 嬉 し か っ たです。 さ ら に色々 な世界の ウ チ ナ ーンチ ュ の方々 と 仲 良

く なれて本 当 に 良 か っ たです。

今 回 こ の事業に参加 し て、 僕は世界 に ま す ま す 目 を 向 け る こ と を 学 ぷ こ と がで き た と 思 い ま す。 こ れ

か ら 先、 ど う い う 人 に 会 う かわか り ませんが 、 今回世界の ウ チナーンチ ュ の方 々 が共通 し て持 っ て い た

「ウ チ ナ ー ンチ ュ ヌ チムグク ル」 を 大切 に し て こ れか ら を 生 き て い き た い と 思 い ま す。

最後にな り ま し た が、 このよ う な機会を毎年設けて く だ さ っ て い る 沖縄県の方々 、 今回 引 率 して 下 さ っ

た 沖縄県文 化観光スポ ー ツ 部交流推進課の 山 城拓 也 さ ん 、 そ し てアメ リ カ に行かせて く れた 両 親 に 心 よ

り 感謝 し ま す。

「ホ ー ム ステ イ を 終え て の感想」

浦 添 高 校 2 年 仲 間 彩乃

．
 

私は 、 今 回 の こ の県 人 会 ホーム ステ イ に参加 し て ほ ん と う に 良 か っ た な と 思 っ て

い ま す 。 県人会ホ ーム ステ イ で は 、 沖縄の方 々 と の交流があ り 直接移民の体験談を

聞 く こ と がで き る と い う 、 普通のホームステ イ で は 味わ え な い よ う な た く さ んの経

験 を さ せ て も ら え ま した！！！

私が 行 く こ と に な っ た ジ ャ ク ソ ン ピルは 、 と て も 自 然 い っ ぱ いのと こ ろ で 、 お お ら かで俣 し い 人 た ち

が た く さ ん い て 、 雰囲気が沖縄 に よ く 似 て い る と こ ろ で した 。 田 舎 と 間 いて いたので 、 お 店 も あ ん ま り

な い の か な ？ と 思 っ て い ま し た が 、 結構あ り ま した。 そのお店の中 には、 沖縄県 人の人が経 営 し て い る

飲食店やス ト アな ど も あ り ま し た。 飲食店で はす こ い こ と に 沖 縄そ ば や ゴ ー ヤ ー チ ャ ンプル ー そ し て、

沖 縄 の 中 味汁 と い っ た 沖縄の食 ぺ 物 が あ っ た り 、 ス ト アは 沖 縄 に 食品店な ど で も 売 ら れて い る 食材 が た

く さ ん お かれて い ま し た 。 沖 縄の人た ち が こ んな に も 海外で活躍 し て い る こ と を ま のあ た り に し て と て

も び っ く り で し た。

ま た 、 2 泊 3 日 の旅で は 、 イ ンデ ィ アンの街 に 行 っ て ほん と う のイ ンデ ィ アンを 見た り 、 ア メ リ カ 昂

大の個 人 邸 宅で あ る ピ ル ト モ アハ ウ スを 訪 問 し た り 、 チ ム ニ ー ロ ッ ク と い う 岩 に 登 っ た り と い ろ ん な と

こ ろ へ 行 き 、 1 ；白 2 日 のキ テ ィ ー ホー ク の旅では 、 ラ イ ト 兄 弟 が 初 め て飛行機 を 飛 ば し た と こ ろ に 行 っ

た り と N C の西 と 東 を 車 に 乗 っ て旅 し て楽 し か っ た です。 こ ん な に 楽 し く 旅 を す る こ と がで き たの も 、

県人会の方 々 の協 力 が あ っ た か ら だ と 思 っ て い ま す。 本 当 に 感謝で す！！！

私 が は じ め て訪れた ア メ リ カ が ジ ャ ク ソ ン ビルでほん と う に 良 か っ た です！！ こ れで 終 わ り で はな く 、 今

回 が 自 分の将来のは じ ま り と な る よ う 一生 懸命頑張 っ て い き ま す。
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「ホ ー ム ステイ を終えて の感想」

向陽高等学校 2 年 中野 潮李

私が今回 ジ ャ ク ソ ン ピ ル と い う 小 さ な 町 に ホ ー ム ス テ イ を し て 思 っ た こ と は 、 と

て も 人 が明 る ＜ 、 朗 ら かで 、 何よ り 現地での生活 を 楽 し ま れて い た 、 と い う こ と で

す。 最初 は ワ シ ン ト ンではな く 、 名 前 も 知 ら な い よ う な 町 に行 く の は 、 正直 と て も 不

安で し た。 10日 間の現地滞在 と い う 短い期間の中で、 私が感 じ取れた事は と て も 大 き く 、

大切な ものであ っ た と 思 います。 私は 、 「移民」 と呼ばれる人た ちがい ら っ し ゃ る と い う こ と は知 っ てい ま す。

しか しそれは 、 日本か らの 「移民」 ではな く 、 よ も や沖縄か ら の 「移民」 と 呼 ばれ る 方 が い ら っ し ゃ る と い
う こ と な ど 、 知 り ませんで した。 そのよ う な状況で あ っ た私が 、 ‘ ‘県人の方々 が移民な さ れて い る

＂
と 知 り 、

なぜ 、 どのよ う な形で移民 と い う 形 を 取 ら れたのかと い う こ と に 興味 を 持 ち 、 今 回 の ホ ー ムステ イ に 参加 し

た こ とで 、 その興味がよ り 広 く 活かされる こ と にな っ た と思い ま す。
外国へ行き 、 現地の方々 の家 にホ ー ム ス テ イ を さ せていた だ く 。 こ の よ う な ま た と な い機会で私は初の海

外渡航を しま した。 ア メ リ カ と い う 所で まず第一 に思 っ たのが 、 と て つ も な く 広い ！ と い う こ と で し た。 N

C の中 を移動する に し ても 、 8 時間や 4 時間はかか り 、 時差ポケ し て い る 中 で の移動は正直 し ん ど い と 思う
時も あ り ま した。 し か し 、 その中で も 、 ハツ子さんな ど を 含めた 県人会の方々 が と て も 明 る ＜ 接 し て く だ さ っ

たのが、 印象的で し た。 食 事に しても 、 ア メ リ カ の 少 し 重たい こ はんの 間 に沖縄料理が入 っ て く る の が 、 何

故 ？ と 思 う と き も あ り ま したが、 とてもおい し く 、 本 当 に 沖縄料理のお い し さ を 実感 し ま し た。

今回の旅で私は 、 た く さんの人に出会 う こ と がで き ま し た。 県人会の皆様、 こ の よ う な 素 敵な旅 を 用 意 し

て下 さ っ た県の皆様 、 そ し て協 力 を し て く れた家族 に感謝で い っ ぱいです。 あ り が と う ご ざ い ま し た。 そ し

て、 も う 一度皆に会いた い と 思 ってい ま す。

ー ・ ー ・ ー ・ 一 ． ＿ ． ー ・ ー ・ ー ・ 一 ． ＿ ． ＿ ． ー ． ＿ ． ー ・ 一 • 一 ． ＿ ． ー一 ． ＿ ． ＿ ． ＿ ． ＿ ． ＿ ． ＿ ． ＿ ． ＿ ． ＿ ． ＿ ． ＿ ． ＿ ． ー ・ 一 ． ＿ ． ー ・ 一 ・ 一 ・ 一 ・ 一 ・ 一

「今 回 の ホ ー ム ス テイ での感想」

名 護 高等学校 2 年 宮城 愛里

私 は 中 学校 に 入 っ た 頃位 か ら ず っ と 「 ア メ リ カ に 行 き たい 」 と い う 願 望 が あ り ま
し た 。 し か し 、 な かな かチ ャ ンス がな く 、 こ の願望は願望で終わ る の か な と 思 っ て ・r
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親は頑張 っ てみ な さ い と 背 中 を 押 して く れま した 。 私 は こ の 事業 に 参加す る こ と で絶 対 自 分 の 考 え 方 や 、

今 ま での行勤な ど を プ ラ ス に変えれる と 思 い ま し た 。 休み 時 間 に 担任の 先生 と 面 接 の 練 習 を し て 、 本番

の 面 接 を む か え ま し た。 と て も 緊 張 し た け ど 、 自 分 は ど う し て も こ の 事業 に 参 加 し た い ん だ と い う の を

伝え ま し た。 そ し て 、 結 果 が届 いて 受 か っ た と 間 い た 時 は 、 本 当 に も う う れ し か っ た で す 。 こ の 事業 に

向 け て 、 3 回 ほ ど オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を して 、 移民の こ と を 学び 、 学 ん で い く う ち に 、 興 味 が ど ん ど ん

わ い て い く の を感 じ ま し た。 一 緒 に 参加す る メ ンパ ー 達 と も 仲良 く な っ て い っ て 本 当 に す ぐ に 友 達 に な

り ま し た。
そ し て 、 出発の 日 、 も う 本 当 に わ く わ く の ド キ ド キで した ！ 私は Jacksonville メ ン バ ー で到着 し た と き 、

Jacksonville の県人会の方 々 が迎えて く れて本当 に welcome 感がす ご く て う れ し か っ たで す。 皆 さ ん あ た た か

く て 、 面 白 く て 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 方 達 も す ご く 優 し か っ た です。 ア メ リ カ で の生活は本当 に毎 日 が最高

で Happy で した。 ず っ と 夢 に 見て いた ア メ リ カ に行 く と い う こ と が叶 っ て、 今その場 に い る と い う こ と が本

当 に う れ し か っ たです。 ホスト フ ァ ミ リ ー と 県人会の人達 と いろんな 所 に 行 っ て本当 に い い経験 を さ せて も
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ら い ま した。 い ろ ん な 人達 と ふれ合 っ て、 し ゃ ぺ っ て、 どん どん、 自 分のなかでい ろんな ものがかわ っ て い
き ま した。 歓迎会で も、 た く さ んの人た ち と 出会えて楽 し か っ たです。 ア メ リ カ に住んで い る 県人の方々 は 、

本当 に沖縄のこ と が好き なんだな ぁ と 思いま した。 沖縄の話 を す る と、 身を乗 り 出 し て語 り 出 し てきて 、 本

当 にあ つ か っ た で す。 ど こ に住んで いても、 沖縄人 と い う 心は、 ま っ た く かわ ら ないんだな と 思 い ま し た。

そ して、 こ う や っ て、 海外で活躍 して暮 ら している沖縄人の人達を 目 に して 、 私も こ う い う ふ う にな り た い

と 強 く 思 い ま した。 沖縄に帰 っ て 、 今感 じる 事は私の中で この事業に参加 した こ とで色んな ものが い い 方 に
かわ っ た気が し ま す。 私の将来 に も大き く 変化があ っ た し 、 学校生活 も、 その将来のた め に よ り い っ そ う 、

真剣 に取 り 組む よ う にな り ま した。 それはこの事業に参加 しなか っ た らできな か っ た と 思います。 私は 、 自

分の中 で い ろ い ろ かわれて、 プラスに考え る こ と もできて、 本当 にホ ームステイ を して良か っ たです。 人生

で大き な経験 にな り ま した。

「ア メ リ カ 」

豊 見 城 高 校 3 年 宮 里 佳吾

僕 は 今 回 の プ ロ グ ラ ム に参 加で き て 本当 に 良 か っ た と 思 っ て い ま す。 と て も 良 い

経 験 だ と 思 っ て い ま す。 最 初 は 英語 も し ゃ べれ ま せん し 、 ア メ リ カ に 行 っ た こ と も

無 か っ た ので 、 期 待 よ り 不安の方が大 き か っ たです。 で も 勉強会な ど 行 っ て い る う

ち に 、 期 待 も 大 き く な っ て い き ま した。

そ し て 8 月 に ア メ リ カ に行 き ま し た 。 ノ ー スカ ロ ラ イ ナ に つ い たのは夜 中 だ っ たの に 、 ホス ト フ ァ ミ

リ ー の方た ち が あ た た か く 迎 え い れて く れて本当 に安 心 し ま した 。 色 々 な こ と が初 め て の体験で毎 日 が

本 当 に 楽 し か っ たです。

1 日 目 は ノ ー スカ ロ ラ イ ナの メ ンバ ーのホス ト フ ァ ミ リ ー の人 と ご は ん を 食 べ て 家 に 行 っ て寝 ま し た。

2 日 目 は 、 シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ ー な ど 行 っ た り 、 P X な ど に も 行 っ た り し ま した。 3 日 目 は チ ェ ロ キ ー

と い う 所 に 行 き ま し た。 チ ェ ロ キ ー は と て も 遠 く て 、 車で 1 0時間 く ら い か か り ま した 。 ア メ リ カ は と て

も 広 い 国 だ と 実感 し ま し た 。 その途 中 に 、 ア メ リ カ の 中で 一 番大き い個人邸宅の ピ ル ト モ ア ハ ウ スに も

行 き ま し た 。 中 は本 当 に広 く て 、 歴 史 を 感 じ ま し た。

そ し て チ ェ ロ キ ー に つ い て 、 イ ン デ ィ ア ン の生活な ど を ガ イ ド さ ん と 一緒 に 見 て 回 り ま し た。 そ し て 、

最後 に や っ た儀式み た い な こ と は と て も 楽 し か っ たです。

そ し て チ ェ ロ キ ー か ら 帰 っ て来て か ら 次の 日 に交流会が あ り ま し た。 最 初 は 、 交流会 は あ ん ま り 楽 し

く な さ そ う と 思 っ て い ま し た 。 で も 、 交流会は 楽 し く て ピ ッ ク リ し ま し た 。 で も 2 次 会の方 が も っ と 楽

し く て、 同 年代の子た ち と 交流が出来て本 当 に 良 か っ たです。

次 の 日 も ま た 車で 何 時 間 か か け て 、 ラ イ ト 兄 弟 が い たキテ ィ ー ホ ー ク に 行き ま し た 。 昔の偉人 が い た

と こ ろ だ っ た ので す ご く 感動 し ま し た し 、 ラ イ ト 兄 弟 の色 々 な事 も 間 けて 良 か っ たです。 そ し て 、 ホ ス

ト フ ァ ミ リ ー の 家 に 帰 っ て 来 て 、 最後の ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と 過 ご す 日 は 、 み ん な で バ ト ル シ ッ プ を 見 に

行 っ た り 、 シ ョ ッ ピ ン グな ど に 行 き ま し た。 最後の 日 だ っ た け ど と て も 楽 し か っ たです 。 で も 、 本 当 に

さ び し く な り ま し た。 本当 に 日 本 に帰 り た く な い と 思 っ て ま し た。

そ し て 帰 る 日 は 朝 が 早 く 、 ち ょ っ と ア ク シ デ ン ト も あ っ て 、 ホス ト フ ァ ミ リ ー と は ち ゃ ん と 話 せ な か っ

た け ど 、 あ り が と う と ち ゃ ん と 言 い ま し た 。 こ の プ ロ グ ラ ムで 、 日 本 以外の所 に行き 、 知 ら な い 人 と 交

流す る こ と も 大事 だ と 感 じ ま し た。 こ の プロ グ ラ ム に 参加で き て 本当 に良 か っ たで す。
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◆米国 （ ワ シ ン ト ンD. C. ) 

「 ワ シ ン ト ン ホ ー ム ステイ に参加 して」

那覇国 際高等学校 1 年 糸数 な つ き

- 99 ● し ＾

私 は こ の旅が と て も 昔のよ う に 感 じ ら れ ま す。 出発当 日 、 私 は 現地 の 方 々 に 早 く

会 い た く て仕方があ り ま せんで し た。 そ し て 大 き な 期待 と 声援 に 見送 ら れ、 沖 縄 を

旅 立 ち ま し た。 長時間の飛行でテ ン シ ョ ン も 上が っ て き た 頃 、 空港で ホ ス ト フ ァ ミ

リ ー の 方 々 が横 断 幕 を 持 っ て迎え て く れ ま し た。 到着 し た その 日 は 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 方 々 と 歓迎 プ

ラ ン チ会で し た。 ホス ト フ ァ ミ リ ー と は も ち ろん初対面で 、 最 初 は 少 し 緊 張 し て い ま し た が私 た ち の こ

と を 本当 に心待ち に し て く れていたみたいで様々 な話で盛 り 上が り 、 す ぐ に打 ち 解 け る こ と がで き ま し た。

最初のホス ト フ ァ ミ リ ー と 過 ご す 2 日 間 は 、 ジ ョ ー ジ ワ シ ン ト ン の マ ウ ン ト ・ バ ー ノ ン ヘ 行 っ た り 、

同 じ ヴ ァ ー ジ ニ ア 州 に住んで いる 県人会の方 々 とす ご し ま し た。 次の 日 は 、 ア メ リ カ の首 都 ワ シ ン ト ン

D. C. へ行 き 建物の迫 力 を感 じ る こ と がで き ま し た。 全米 日 系人 記念碑の 前 で 間 い た 、 テ リ ー • 島 さ んの

話 は 印 象 深 か っ たです 。 実際 に 戦争 を 経験 し た 本人 か ら 直 接話 を 聞 く こ と が で き 、 当 時 の 県 民 の 思 い を

感 じ る こ と がで き ま した。 そ し て 、 U. S. キ ャ ピ タ ルや ワ シ ン ト ン モニ ュ メ ン ト の 観 光 を し ま し た が 、 D.

C は 見る と こ ろがた く さ んあ り 1 日 じ ゃ と て も 足 り な い な と 思 い ま し た。

8 月 2 1 日 の公園で 行 っ た ピ ク ニ ッ ク は 約 1 00名 近 く の県 人会の方 々 が来 て く れ て 、 た く さ ん の 人 と 交

流す る こ と ができ ま した 。 その 日 は 、 方言で会話 を す る お じ ち ゃ ん が い た り 、 民謡 が 流れて い た り と 、

沖縄のお祭 り に 来 て い る よ う な気分 で し た。 ま た子供 た ち に 沖 縄や 日 本 の お も ち ゃ 作 り を 教 え て い て 、

とて も婿 し く 思いま した。 様 々 な 形で文化を受け継 いで大事 に し て い る んだ と 感 じ ま し た。 そ し てパ フ ォ ー

マ ン ス披露で ダ ン ス を す る 予 定 で し た が 、 天候 に よ り で き な か っ た の は と て も 残 念で し た 。 し か し 三線

の音 に合わせて現地の方 々 と 踊 っ た のは と て も 思 い 出 に 残 っ て い ま す 。 ウ チ ナ ー ン チ ュ の み な さ ん は 、

三線の音色を間 く だ けで 掛け声をあ げなが ら 、 自 然 に踊 り だ し て い ま し た。 や は り ど こ に い て も ウ チ ナ ー

ンチ ュ と い う 心 は変わ ら ず 、 ゆ い ま ー る 精 神 が 強 い な と 感 じ ま し た。

ピ ク ニ ッ ク の翌 日 は 、 も っ と も 楽 し み に し て い た ニ ュ ー ヨ ー ク 日 帰 り 旅行 で し た。 建物や景色、 見 る

も のす ぺ てが と て も 新鮮で し た。 あの有名 な 自 由の 女 神 や エ ン パ イ ヤ ー ス テ ー ト ピ ル、 年 明 け の 時 と て

も 盛 り 上が る タ イ ムズス ク エ ア な ど に 行 き ま した。 テ レ ピや映画で見た こ と の あ る も の ば か り で 興窟 し っ

ぱな し で した。 や は り 生で見る と 、 色や美 し さ 、 何 よ り 迫 力 が全然違 っ て 、 世 界 は広 い な と 感 じ ま し た。

し か し そ の 反 面 、 9 · 1 1 の悲惨 さ やテ ロ 当 時の こ と も 詳 し く 知 り ま し た。 テ ロ が あ っ た ピ ル の 近 く は 雰

囲 気 が全 く 違 っ て い て 、 緊張感 に つ つ ま れて い ま し た。 そ し て 私 た ち は 二度 と こ の よ う な こ と が起 こ ら

ず 、 楽 し い 町であ っ て ほ し い と願 い ま し た。 往復 10時 間 か け て 行 く と い う 長 旅で し た が 、 と て も あ っ と

い う 間 で し た。 最 初 は パ ス に 乗 り 遅れ、 行 け な い か と 心配で し た が ニ ュ ー ヨ ー ク で 誕 生 日 も 迎 え 、 最 高

の 1 日 と な り ま し た。

そ の 後 も 、 シ ョ ッ ピ ン グや 2 回 目 のD. C. 観光な ど と て も 充実 し た 日 々 を 送 っ て い ま し た が 、 気 が つ け

ば も う 帰 る 日 が近 づ い て い ま し た。 1 0 日 間 と い う と て も 短 い旅で し た が 、 た く さ ん の 人 と 出 会 い 仲 良 く

な る こ と がで き たので 、 別れのと き は と て も 辛か っ たです。

し か し 現地の方 々 か ら 学 んだ こ と を 私 た ち が伝 え て い く こ と が 大切 だ と 思 い ま し た 。 県 人 会 の 方 々 の

沖 絹 に 対 す る 思 い 、 何事 に も 前向 き に 取 り 組む姿勢、 な に よ り ウ チ ナ ー ン チ ュ と し て の誇 り に 感 動 し ま

t
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し た 。 私 た ちも いつでも故郷を大切に し、 ウチナ ー ンチュ 同士の助 け合 う 心を生か し、 世界のネ ッ ト ワ ー

クを広 げて い き た いです。 そ し て来月 ま た元気に再 会できるこ とを楽 しみに し てい ま す。 最後に このホー
ムステイ派遺事業に 関 わ っ て く れた、 すぺ てのみなさ んに感謝 し ま す。
あ り が と う ご ざ い ま し た 。

「ホ ー ム ステイ を終えての感想」

沖縄 尚 学高等学校 2 年 荒井 奈 つ 乃

私 は 、 今 回 のホ ームステイプログラムに参加 し て本当にた く さ んの素 暗 ら し く て
貴 重な体験をする こ とがで き ま し た。 ま た 、 ホス ト フ ァ ミ リ ーの方々 も と っ てもと っ

ても温 か い人で 、 ま るで 本 当 に 家 族みた いに接 し て く れた し 、 本当の家族 く ら い 大

好 き にな り ま し た 。 ま た 、 ア メ リ カの現地の人々 の生活に直 に触れて感 じ た こ と は 、 夏 休みと い う こ と
・ も あ っ た と 思 い ま すが 、 時間が と てもゆ っ く り 流れているなと 感 じ ま し た 。 そ し て、 沖縄を 2 週間離れ

てみる こ と に よ っ て、 ア メ リ カ と 比べて、 さ ま ざ まな角 度 か ら 沖縄を見る こ と がで き るよ う にな り ま し

た 。 私の中での一番の変化は、 価値観が大き く 変 わ っ た こ とです。 以前は小 さ なこ とで悩 んだ り 不 安に

思 っ た り し て い ま し たが 、 このプログラムを通 して 、 10日間ア メ リ カで生活 し てみて 、 母国を 離れ、 異

国で生活 し て いる人々 の話 （県人会の皆 さ んの） と かを 間 かせても ら う と 、 以 前の 自 分が と てもち っ ぽ

けに思 え て、 私が思 っ て いる以 上 に 自 分には、 自 分の行動や考 え次第で 、 ど んな可能性もあるんだなっ

て気付 く こ とがで き ま し た 。

ま た 今 回の経験 は 、 将来に向 けて私の大きな自 信にもな り ま した。 世界に コ ネ ク シ ョ ンがあ る と い う

こ と は 、 何か行動を起 こ す 時などにあ た っ て、 す ご く 大きな行動力や 自 信につながる っ て確信 し ま した。

こ れ ら も、 こ のホ ームステイや海外の沖縄 会の人々 と の交流をスタ ー ト と し て大き く 前進 し て行き た い
で す。

．

 

「 ホ ー ム ステイ を終えて の感想」

浦添高等学校 2 年 普 久 原 朝 日

叢 初 は 少 し 不 安 だ っ た け ど 、 終わ っ てみる と 、 ア メ リ カが大好 き にな っ て ま た 必

ず ア メ リ カ に行 こ う と 思 っ た。 沖縄の歴 史 と か 学 ぶ こ とも少ない け ど 、 今 回のホ ー

ムステ イ で は 、 多 く の こ と を 学 べ た し 、 な に よ り 体で感 じ と る こ とがで き てす ご く

よ か っ た 。 日本 に い て日本を 見るの と 海外 に い て日本を見るの と では 、 見える世界が違 う し 、 普 段 見 え

ない こ と も 見 え て よ か っ た！！

ア メ リ カ に い て思 っ た こ と は 、 日本は 少 子高齢化だなと 思 い ま し た。 ア メ リ カ は 朝の 町 は 大人が 多 い

感 じ だ っ た け ど 、 夜 は 若 い人た ちが と て も た く さ ん い ま し た。 日本だ と 若 者 と 年 寄 り は 半 分 ず つ く ら い

だ っ た け ど 、 ア メ リ カ は 若 者 ： 年 寄 り ＝ 9 : 1 く ら いで し た。 ほ か に 、 人種の 多 さ にも び っ く り し ま し

た 。 日本だ と 日本人だ け と い う 感 じですが 、 ア メ リ カ だ と 4 割が ア メ リ カ 人で 6 割が外人と い う 感 じで

し た。 ア メ リ カ で は 新 し い ア イデ ィ アが生 まれやす い と 思 い ま し た。
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「ホ ー ム ステイ を終えての感想」

読谷高等学校 3 年 比嘉 友里乃

ア メ リ カ ヘ行 く 前 に 、 海 外 に 行 っ た こ と は あ っ た け ど 、 ホ ー ム ス テ イ を す る の は
初めてで した 。 最 初 は 不 安 も た く さ ん あ っ た け ど 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の あ っ こ さ ん ＇＂

＆ ジ ェ リ ー さ ん に会 っ て そ の 不 安 も ふ っ と び ま し た 。 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と 過 ご し た ． — 

時間 も と て も 楽 し か っ た です。 ワ シ ン ト ンD. C. の観光 も ワ シ ン ト ンモニ ュ メ ン ト や ス ミ ソ ニ ア ン 博物館
な ど い ろ い ろ な と こ ろ を 見れて と て も よ か っ たです。 で も 、 熱 中 症 で 倒 れ て し ま っ て 、 た く さ んの 人 に
迷惑を かけ て し ま い ま し た。 そのせ いで 、 国会 議事堂の ツ ア ー に 参 加 で き な か っ た の が と て も 残念です。
次 に ア メ リ カ ヘ行 く 機会があれば 、 ぜひ国 会議事堂の ツ ア ー に 行 っ てみ た い で す 。

2 1 日 は 、 沖縄会の ピ ク ニ ッ ク に 参加 し ま した。 その 日 は 、 自 分の 誕 生 日 で 沖 縄会の会員約 1 00名 の 方 々
に 1 8歳の誕生 日 を 祝 っ て も ら い ま し た。 余興の 時 に は 、 雨 ＆ 雷 の ハ プニ ン グ が あ り 、 三線 と 空 手 し か披
露で き な か っ た け ど 雨が降 っ た な り の 楽 し さ が あ っ て 、 と て も 楽 し か っ た で す。

22 日 は 、
一 番楽 し み に し て い た New York 日 帰 り 旅行て し た 。 フ ェ イ ク の 自 由 の 女 神 に 5 ド ル を せ び

られた り 、 い ろ い ろ と ハ プニ ン グがあ っ た け ど 、 と て も 楽 し か っ たで す。 帰 国 の 時 に は 、 ア メ リ カ か ら ―

離れた く な く な る ぐ ら い と て も 楽 し か っ た 1 0 日 間で し た。 沖縄に帰 っ て き て か ら も 逆 ホ ー ム シ ッ ク に な っ
て大変 で した 。 また 、 機会 があれば ア メ リ カ に 行き た い で す。 1 0 月 の 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会で ホ ス
ト フ ァ ミ リ ー に会え る の を 楽 しみ に し て い ま す。

「ホ ー ム ステ イ を終えての感想」

陽 明 高 等 学 校 2 年 知 念 祐弥

初 め て ホ ー ム ス テ イ の話を 間 い た 時 に 、 「 こ れだ ！ 」 と 思 い ま し た 。 県 が 補 助 し て
く れ る し 、 こ の話 の 前 に 一 度留 学 し た い と 思 っ て い た け ど 、 1 年 学 校 を 休 学 的 な 感
じ じ ゃ な い と 行 けなか っ たので 、 そ れが い やでやめ ま し た。 で も こ れ は 、 全 部 で 2
週間 と い う 短 い期間で し たが 、 自 分は野球 も あ るのでち ょ う ど い い し 、 ア メ リ カ に は 1 0 日 間 し か い な か っ
た け ど 、 や っ ぱ り 行 かな い よ り は い い と 思 っ て 申 し 込ん だ の で す が 、 実際 に 行 け ば 1 0 日 間 で は も の た り
な く 、 野 球 は しな く て い い か ら 、 ず っ と い た く な っ て し ま い ま し た。 そ の 理 由 は 、 最 初 は 写真 を 見 て と
て も 1布 い と 思 っ た ホ ー ム ス テ イ 先 の 人が と っ て も優 し く 、 お も し ろ く 、 最 高 な 人 だ っ た の で 帰 り た く は
な か っ た で す。

そ れ で も 最初 の 3 日 間 は 英語が全然 間 け ず に い て 、 ホ ー ム ス テ イ の 父 、 子供 と は 話せ な か っ た の で き
つ い か ら 早 く 帰 り た い と 思 っ て い ま し た 。 イ葵の 人生で 2 回 目 の 壁 「言 葉 の 壁 」 と い う も の に ぶ ち あ た り
ま し た が 、 ホ ー ム ス テ イ 先 の お母 さ ん に 英語 を 教 えて も ら っ た り 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と が ん ば っ て お 話
し た り し て い く う ち に 、 ど ん ど ん 間 け る よ う に な っ て い く の が 分 か っ て 、 最 後 に は 簡 単 な 言 葉 な ら 話 せ
る し 、 少 し 難 し い の は 間 け る の は 間 け て ま し た 。 細 か く 言 え ば 、 自 分 の ホ ー ム ス テ イ 先 に は 9 日 間 し か
い ま せん で し た。 そ れ は 、 ホ ー ム ス テ イ 7 日 目 の N Y の 前 日 、 時 間 と 場所の 関係で 、 朝 日 君 の ホ ー ム ス
テ イ 先 、 ワ ー デル さ ん宅 に 泊 ま っ た か ら です。 そ の N Y 、 そ し て 4 日 目 の ワ シ ン ト ンD. C. な ど の 世 界 の
中 心 に 行 け て よ か っ た です。

I-
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このホ ームステ イ では夢がた く さ ん 叶いま した。 N Y 、 ワ シ ントンD. C. の前に、 ま ず
＂ ア メ リ カ ＂ そ

し て 、 おま けに東京 まで。 自分の中では東京は高校 3 年、 ア メ リ カ は20代で行 く 予定だ っ たので今思 っ
た らす ごい事 を したなと思い ま した。

沖縄に帰 っ て き た 瞬間に 「ア メ リ カ 、 東京に行かなければよか っ た」 っ て いうのがあ り ま し た。 それ
は、 あ ん な 大都市に行 っ た 後にこんな 小 さ く 、 見なれた場所へ帰 っ て き てテンシ ョ ンか らや る 気 か ら す
べ て 下 っ て 現実に 引 き 戻 さ れて し ま い ま した。 ですが、 今は も うなれて大都市 と 比 ぺ るとやる 気は下 り
ますが、 そこでの経験、 思い出はと て もよか っ たので 「行 っ てよか っ た」 と思え ます。 行 っ て一番よか っ
たのは大学で 何 を しよう か 見 つ けたこ とです。 ア メ リ カ に行っ た後、 留学 したいと思いま した。 10日間
で少 し で き るようにな っ たので、 1 年で完ぺきに したいと思います。 そ し て東京で働 く のが僕の夢です。
ち なみに 、 最 後の 4 日間は熱 出てた。

． 「ホ ー ム ステ イ を終えて の感想」

沖縄 プ ラ イ ダルモ ー ド 学 園 兼城

．
 

睦

初めての ア メ リ カ 。 最初に思 っ たことは、 人も 建物 も 、 食 べ物 も 、 とに か く なに
も か もがデカ イ ！！！！ シ ョ ッ ピングセンタ ー 楽 しすぎ ま した （笑） 。 それか ら 、 ア メ リ

力 はや っ ぱ り 皆 さ ん フ レ ン ド リ ーで笑いの絶 え な い 国 だ な ぁと思いま し た。 ア メ リ

カ の歴 史や文化にふれて 、 ア メ リ カの家庭料理やい ろ ん な 食 べ物を食べて 、 た く さ んの人と 出 会い、 楽

しいホ ームステ イ 生活 を お く るこ とがで き ま し た ｝ 言 葉がうま く 話せな く て、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンが

とれな く 落 ち 込む事 も あ り ま し たが ・ ・ （泣） 。
みな さ ん優 し く 接 し て く だ さ り 、 ますますア メ リ カ が 大好きにな り ま し た。 次は言葉 を覚え て ま た ア

メ リ カ に行き た いと思います ｝ そ し て 、 みな さ ん と も っ とお話が してみたいです。
8 月 1 6日～26日の 1 0日間 Pirrone 家にホ ームステ イ に行き 、 みな さ ん 本 当の家族のように受 け入れて

く れてとて も 嬉 し か っ たです。 お じ い さ んはと て も 優 し く 、 最後にケ ー キ と kissを く れた時は本 当に嬉 し

か っ たです。 Tim さ んは毎日 ヨ ガ を し ていて 、 私 も た ま に し て る 話をする と D V D を く れま し た ｝ ま

た 会 っ た ら 是非一緒に ヨ ガ し たいです （笑） 。 さ と みさ んは私の好 き な Srqiping によ く 連れて行 っ て く

れた り 、 た く さ んのお友達に会 わせて く れま した。

お金の 数 え 方や 、 ア メ リ カの文化や言 葉 を 教え て く れた り 、 本 当に感謝、 感謝です！！ 禅太 く んはと っ

て も 泣 き 虫で 、 で もす ぐ笑 っ て その笑顔が と っ て も 可 愛 く て、 毎日癒 さ れていま し た （笑） 。 ア イ ち ゃ

んは、 一緒に勉強 し た り 、 お絵か き した り 、 か け っ こ し た り 、 いつ も私について来て く れて 、 妹みたい

で ほ ん っと！可 愛 か っ たです （笑） 。

ま た い つ か必ず会 いに行 き た いと 思 い ま す。 1 0日間は長 いよ う で あ っ と い う間で した。

このホ ームステ イ を 通 し て 出 会えた全 ての人に感謝 、 感謝。
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更＝

派遣者事前ア ンケ ー ト

Q , .  こ の ホ ー ム ステイ プ ロ グ ラ ムであな たが最 も期待 し て い る こ と はな ん で す か ？

（優先順位の高 い順か ら）

海外でのホームステイ ／海外県人会との交流

2
 
3
 
4
 

語学力の向上

将来の就職に つながる き っ かけ／外 国の文化 ・ 歴 史

海外経験

• その他 （意見を書いて く だ さ い）

現地の人た ち と の交流、 写真を撮る こ と 、 観光！？、 生活環境

文化の違 い、 環境の違 い、 友 だ ち を つ く る （ コ ネ ク シ ョ ン）

Q 2 . 海外県人会の家庭で の ホ ー ム ステイ と い う こ と で安心感や、

思 い 描 く こ と があれば書 いて く だ さ い。

・ 優 しい、 楽 し い、 川 が い い 、 こ飯がお い し い

良 い イ メ ー ジ な ど 、

―
―-ー-
＝-i
u.—―-==
u-―-
u
--
R-
――

＝ 

・ 沖縄に興味を も っ て い て く れて、 会話とかでき そ う で安心 し て い る 。 メ ー ル も 少 し や り 取 り で き て

よ か っ た。 やさ し い 人。

• 同 じ沖縄人 と い う こ とで親近感がわ く 。 優 し そ う 。

・ ウ チナ ーンチ ュの方 々 の所へ滞在と い う こ と で、 共通の話がた く さ ん あ っ て盛 り 上 が り そ う 。 食 が

きつ く な く てお い し そ う 。

・ 少なか ら ず 日 本語で も通 じ る こ と です。 な る ぺ く 英語を使 う け ど、 ど う し て も の場合は 日 本語 を 使

え る こ とが何よ り の安心です。

・ 沖縄の 1 世や 2 世の人達が い る か ら 沖縫の今昔がわかる ！

・ 家庭で 1 人の人が 日 本語ができ る と い う こ と で、 言語の不安が軽減 さ れ る

・ 夫婦の ど ち ら かが沖縄出身 と い う こ と 。 メ ー ルのや り と り で家族の こ と や家の こ と と か 知 れ て い る

ので楽 し そ う 。

・ 沖縫か ら 離れてみてのア メ リ カ と沖縄の違 いや 困 っ た こ と 。 逆 に 困 っ た こ と と か を 、 複 眼 的 目 線で

語 っ て も ら え る よ う な 気が し ま す。

Q 3 . 今感 じ て い る 不安な こ と を 素直 に書いて く だ さ い 。

• や っ ぱ り 言葉。 言葉が き ち ん と伝わ る か。 朝起きれるか。 ち ゃ ん と 話がで き る か。

• 生活面でのち がい （シ ャ ワ ーな ど） 、 迷子にな り そ う 、 英語での会話

・ ホ ームステイ 先でち ゃん と 英語が通 じ る か、 体調 を崩 した り しな いか

・ な いで 一 す ！ と に か く 、 い つ ばい話 して、 楽 し む ー ！！

・ 体重が増えて太 る か ど う か心配です （笑）

• 特 に な し

・ 伝わ ら な か っ た時 に ど う 伝え る かが少 し不安。

・ 英語がめ っ ち ゃ で き る と い う わ けではな いので、 自 分の気持ちがち ゃ ん と 伝わ っ て い る のか 心 配。
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派遣者事後ア ンケ ー ト

Q 1. 滞 在 中 、 海 外 の ウ チ ナ ー ン チ ュ の歴史や生活、 ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク を 学 ぶ こ と は
で き ま し た か ？ （施設見学、 ホ ームステイ、 県人会との交流を通して 、 他）

・どのようにしてアメリカに住むようにな っ たかを知 っ た。
． できた
•どういう形でアメリカ の沖縄会の人同 士がつながっ ているかを学ぶことができた。
・ホストファザーが博物館へつれていっ てくれたり、 ホストマザーからは戦争体験を間くことができた。
・いろんな場所で学ぷことができた。
・県人会とホストファミリーとの交流を通して学ぺました。
・ウチナ ーンチュのよ さとかを感 じることができた
・すごく良い自分にと っ ての勉強にな っ たと思う。
・移民した人たちの苦労を学ぶことができました。
・沖縄県人会の人たち を通していろんなことを学ぶことができました。

Q 2. 派遺先の地域 と の交流はできたか （印象に残っ ている交流について）
・大学生と一緒に遊んだ。 パ ーティ ー をたくさんした。

・ピクニック ( 3 )

・教会でのあつまり
・ニュ ー ヨ ーク ＆D. C.観光

• さんぽ、 会話、 ピリヤ ー ド 、 運動
・琉球國祭り太鼓、 ジャクソンピル高校
・交流会の 2次会
・学校、 U S O  
•おつかれパ ーティ ー 、 ウェルカムパー ティ ー、 ホ ームパ ーティ ー、 2泊 3 日の旅

Q 3. あ な た が期 待 し た こ と は こ の ホ ー ム ステイ ツ ア ー で ど の く ら い達成 さ れ ま したか ？

巨 疇
•有名な物 を見て、 英語を上達させる
・たくさんのウチナ ーンチュとの出会い

・コ ネクション作り
•みんなとつながること

・アメリ カ を学ぷ （文化など）

・英語を話せるようになる
•楽しむ ！ ！ 学ぶ ！ ！ 体験 ！ ！ 

•県人会の方々との交流、 語学

・沖縄移民の苦労や頑張りを知る
・語学と交流

19 

(99. 9% ） ホワイトハウスが見れなか っ た

( 100%) 

(90% ） も っと同年代友達を作れたら良か っ た
( 100%) 

( 1 20%)  

(70 % )  

( 1 20 % )  

( 1 00 % )  

( 100%) 

(90 % )  



Q 4 . 出 発 前 に 不安に思 っ て い た こ と 、 行 っ てみ て も 不安が大 き く な っ た り 、 問 題 に つ な

が っ た り し ま し たか ？

・ は い ( 0 )

・ い いえ ( 1 0)

Q 5 . 事前オ リ エ ン テ ー シ ョ ンは役に立 ち ま し た か ？ （複数 回答可）

口語学研修 ( 5 ) □保護者説明会 （ 3 ) 口沖縄を 伝える学習 （ 9 ) 口沖縄移民の歴史 ( 8 )

口参加者同士の コ ミ ュニケ ー シ ョ ン （ 8 ) 口派遺地から の具体的な情報共有 ( 1 )

口その他

Q 6 . その他事前 に学んで いたほ う がよ か っ た と 思 う こ と は あ り ま す か ？

・ 語学、 ワ シ ン ト ンD.C. の観光地

・ 沖縄料理

・ 歴史が苦手なのでア メ リ カの歴史など を学ぶこ と

・ 日 常会話のフ レ ーズ

• ノ ース カ ロ ラ イ ナ州につ いて

• も う ち ょ っ と語学力 をつけてればよ か っ た ( 2 )

・ ホ ームステイ地の こ と について

Q 7 . そ の他感想、 要望 · 意見な どあ り ま し た ら 、 書 いて く だ さ い。

・ 次は 1 ヵ 月

• こ れから も 出会いを大切 に し、 交流 して い き た い。 ワ シ ン ト ンD.C． 県人会の 方 々 と ぜひ皆で集 ま り
たい n Oknawa ! ! 

• こ れか ら も 頑張 っ て く だ さ い。

• と ても楽 し か っ たです。

• も う ち ょ っ と 長 く 滞在 したか っ た。

・ す ごく 良 い交流会だ っ た と 思 う 。 あ り が と う ございま した。

• 今回のホ ー ムステイ プロ グラ ムは、 とても貴重な経験 にな り ま した。 あ り が と う ご ざい ま し た ( 2 )
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→ 
ホス ト フ ァ ミ リ ー ア ンケ ー ト

Q 1 .  Please write your impression of this year's homestay program (good point, points need­
ing improvement, requests for youth-participants, other thoughts) 

一今 回 のこの事業に対する感想を記述して く だ さ い。 （良かっ た点、 改善すぺ き 点、 派遺生徒
に対して要望 したいこと、 その他）

良か っ た点

・ 沖縄県人の家でのホ ームステイ プログラムは、 他のマ ス コ ミ関連等の団体が実施している内容と異
なる箇所 （学習内容） が、 このホ ームステイ事業のすば ら しさ だと思う。

・ 現代の沖縄の若者と触れ合い、 会話が持てたこと。

・ ニュー スや映画などで 見る以外のワ シントンD. C. を体験し、 知 っ ても ら っ たこと。

• 今 回のホ ーム ス テイ プ ログラム 1 年目は大成功だ っ たと 思います。 私た ちも経験を積むことがで き
ま した。

・ 参加者が ほとんど高校生だ っ たため、 これか ら 先長い間彼 らの経験を共有したり、 困難を振り返 っ

て い けると 思 う。

． 何のトラ プルもな く 、 無事すぺての日程を終えることがで きた。

• この プ ログラムは非常に素 晴 ら しいものだ っ たと思います。 毎年、 毎年より良いものになっ てい く

と信 じ て い ま す。

改善すべ き 点

・沖縄移民の歴史を学ぶことが今回の学習のテー マでしたが、 ほとんどが高校生の参加者ですが、 こ

のテー マに惹かれて参加を 決意したのでしょ うか。

・ 食物や動物などのア レルギー等は、 派遣生徒が決 ま っ た時点で確認したい。

・ 期間が短すぎるように思 う。 特に都市部だと、 市内の観光地と郊外に広がる 会員の住居が大範囲に

散 ら ば っ て い て移動に 時間と 手間がかかり、 グルー プア クティ ヴィティの際の集合 ・ 移動、 駐車で

もかなりの時間がと ら れます。 時差ぽけ、 長旅の疲れ、 慣れない土地、 食事で旅なれない若者が短

鬱 期間の間に あ ち こ ち 回るのは き つ く 、 限度があると思う。 ホ スト家族にしても、 まとめて休みが取

れなか っ たり、 年 配の方で あ っ たり、 共通の言語を話 さ なか っ たりするので全てに時間がかかるこ

，
 

とも考慮して、 滞在期間を少し長 く してほしいと思います。

• おみやげの あ り方に関 して、 何 ら かの基準を設定した方が良いと思う。 おみやげを準備するための

時間とお金の負担は生徒にと っ てもホストフ ァ ミ リ ーにと っ ても大変です。 たがいが負担にならな

いよう、 で きる だ け簡 素化するように勤めた方がお互 い気を使わずにすむと思う。

• 前も っ て 生徒の本籍地を知 ら せてほしい。

． 働 いて いるホ ス トフ ァ ミ リ ーが生徒た ちと一緒にア クティ ピティに参加することがで きなか っ たた

め、 別日程でも 良 か っ たのではないと いう提案があ っ た。

派遣生徒 に 対 し て お願 い し た い こ と

・ 来る 前に、 前も っ て滞在先の基本的なことなどを下調 べすると役立つ かと思う。

・ 積極的に、 意思疎通と相 互理解につとめていただ けると大変助かります。

・ 観光地で あ ちこちの地点で写真をとる度に皆のカ メ ラをロ ーテー シ ョ ンして写真をとると貴重な時
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間が削 られて し ま い大変 も っ た いない と 思 う 。 ピカ ソ な どの 写真 シ ェ ア サ イ ト な ど を あ ら か じ め用

意 してお いて、 団体行動の時 には主要 カ メ ラ は 1 つ か 2 つ に し ぽ っ て、 後で写真 を ア ッ プ し て共有

しても ら ってはど う で し ょ う か。

その他

・ 各ホス ト フ ァ ミ リ ーは生徒 に一 日 に少な く と も 10時間付い て い る こ と が望 ま し い ですが、 私用 や仕

事な どで厳 し い こ と があ り ま し た が、 今 回 1 年 目 で こ の こ と を 認識で き た の で 重要 な こ と だ と 思い

ます。

・ 参加生徒の年齢が低か っ た こ と が難 しい 点で した。

られる ので、 90％の時間大人の随行員 を必要と して いた。

ア メ リ カ では、 彼 ら は大人ではな く 子 ど も と 見

Q 2 .  Was the time period for this year's homestay program suitable? 
ー今 回のホ ームステイ の実施時期 につ いては、 適当で し た か。

• 8 月 中 旬 までは、 子供を持つ会員の 多 く が沖縫に里帰 り し て い る ので、 子供が い る 家庭で の 受 け入

れが難 しか っ た よ う に思 う 。 1 0 日 間のホ ー ムステイ なので春休み を 利 用 す る こ と も考え ら れます。

• も う 少 し長いほ う が良 い と 思 う 。 飛行機での移動 時 間 を 含 め ず に 2 週 間 か ら 2 週 間 半 く ら い は あ っ

た方が良 いのでは と感じ ます。

• 2 世 のア メ リ カ 家庭 に入るには、 実施時期はパ ー フ ェ ク トで し た。

と 思 う 。

・ ワ シ ン ト ンD. C． エ リ アでの時間 は と て も 実 り 多 く 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ーが生徒た ち と 一緒 に ア ク テ ィ

ピティ ー に参加する機会 に な っ ていた。

・ と ても いい 時期で したが、

ければ有効ではなか っ た と 思 う 。

． 訪 問す る 2 ヵ 月 前までにすぺての事が決定 していた ら、 受 け入れ側 も ス ム ー ズ に準備計画がで き る 。

• 5 月 か ら 6 月 の期間が私たち にはペス ト。 畑 を 持 っ て い る ため 7 月 か ら 8 月 が収穫の時期 に な る 。

も し 時間増や しても、 ホス ト フ ァ ミ リ ーが生徒の た め の 十分な 準備がな

• 10日 間よ り も、 1 週間の方がよ り 良か っ た と 思 い ま す。

Q 3 .  

も う 少 し 長 か っ た ら 難 し か っ た

Do you have any thoughts or requests regarding the timing of arrangements between 

Okinawa Prefecture and kenjinkais for this year's homestay? (E.g. In order to find local 
host families, by when do kenjinkais need to receive information such as the implementa­
tion date or the number of youth-participants?) 

ー一今回のホ ー ムステイ 派遣事 業 につ いての県 と 海外県人会 と の調整時期 に つ い て、

はあ り ま すか ？ （現地でのホス ト フ ァ ミ リ ー を確保す る た め、

数な どを 海外県人会へ知 らせる必要があ るか、 など）

· D C 沖縄会で行 っ た ホス ト フ ァ ミ リ ー募集 に対して、 初めて 6 家族 の 申 し 出があ り ま し た。

ムステイ 事業は、 受 け入れる 県人会が学 習カ リ キ ュ ラ ム を作成 し、 交通 手段、 学 生 の 生活 も すべて

世話す る 内 容にな っ て い ま すが、 今 回 の 当 会の場合、 ホス ト フ ァ ミ リ ー がほ と ん ど 負 っ て し ま う こ

と にな り ま し た。 その幅の広 い責任を 考える と 、 ホ ー ム ス テ イ の 学生 を 受 け 入 れ る 前 の 準 備 期 間 が

意見 ・ 要望

い つ ご ろ ま で に 実 施 日 、 派遺人

こ の ホ ー

必要です。 少な く て も 6 ヵ 月 の準備 期 間 が欲 し いです。 理 由 は、 学 習 内 容 に 沿 っ た カ リ キ ュ ラ ム の
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作成 と 実施の検討。 学 習 の 目 的での交通移動の検討。 学生を泊 めて世話 を す る ホ ス ト フ ァ ミ リ ー以
外 の ス タ ッ フ が必要ですので、 そ の 人材の確保な ど。 県人会はホ ー ム ス テ イ プ ロ グ ラ ムの専門機関
で は あ り ま せ ん し 、 経験の と て も 少 な い素人の集ま り です。 沖縄か らの学生と い う だ けで暖か く 迎
え た い と い う チ ム グ ク ルが先行 し て し ま う のですが、 やは り 、 受 け入れる側と しての準備は少な く

と も 6 ヵ 月 は必要か と 思 い ま す。

・ 少な く と も ホス ト フ ァ ミ リ ー を 選ぷため に は 4 ~ 5 週間前 に告知 し て も ら え る と と て も助かる。

・ 当 会 で は 、 生徒が到着する 5 ヵ 月 前 に ミ ー テ ィ ン グ を 始めた。

• も っ と 早 め に 知 ら せ て も ら え る と、 も っ と よ り 良 い も の に な る と 思 う 。

・ ホス ト フ ァ ミ リ ー は、 若 い メ ンバ ー た ち と 一緒 に計画や 日 程 に つ いて少な く と も6ヶ 月 の期 間 を 持 っ

て 行 う ぺ き だ っ た。

論

Q 4 .  What are th e most important characteristics for youth-participants to have? Please num-

her in order of importance from 1 to 7. 

—ホ ー ム ス テ イ 参加者の資質で大切な事は何ですか ？ 以下の （ ） に 1 ~ 7 までの優先順位を

書 い て く だ さ い。

( 3 )  Language ability 

( 6 )  Desire to interact with kenjinkai members 

( 5 )  Interest in international exchange/foreign countries 

( )  Other (Please specify: 

( 4 )  Ability to teach people about Okinawa 

( 1 ) Acti Active enthusiastic attitude 

( 2 )  Interest in doing a homestay 

Q 5 .  How was the attitude of your host student toward the daily living and learning aspects 

of the homestay? 

—今回 受 け 入れた参加者の生活 ・ 学習態度 は いかがで したか ？ （感想を述ぺて く だ さ い）

• 生活態度は、 素直で礼儀正 し く 何の 問 題 も あ り ませんで した。 学習態度 に 関 し て は も っ と 積極的 に

な っ て ほ し か っ た と は思 い ま すが、 参加者の性格な どが学習態度に影響 し て いた よ う ですので、 学

習 態度が一概 に悪 か っ た と は言えな いで すね。

・ 家で は 口 数 は 少な か っ たで すが協力 的で、 ペ ッ ト の猫 と も遊んで く れる、 や さ し い子で した。 ただ、

せ っ か く の 機 会 を 活 か し て英語の ス ピ ー キ ン グ を 積極的 に や っ て ほ し か っ たのですが、 ほ と ん ど 話

さ ず、 英 語で 間 い て も 最低限の返事 だ けで した。 家 に 日 本語を話す人が い る と 、 英語 を 話 す の は と

て も 億劫 に 感 じ る か も し れ ま せん。 ま た、 同 年代の学生やせめて子供で も 家 に い れ ば、 彼女 に と っ

て も 、 も っ と く つ ろ げて、 話 も しや すか っ た か も し れな い と 感 じ ま した。

• と て も 礼儀正 し く 、 プラ イ ペ ー ト な 時間 も 尊 重 し て く れた。 ま た、 熱心 に ア メ リ カ の 文化を 理 解 し

よ う と 努め 、 私た ち が説明 し た ア メ リ カ 文化 と 沖縄文化の違 い も 理 解 し て い る よ う だ っ た。 と て も

ユ ーモ ア の あ る 生徒で した。

・ 素直で礼儀正 し く 、 積極性がある

• と て も 積極的で、 フ レ ン ド リ ー 。 い い子だ っ た。

． 何事 も 学 び、 質 問 し た り 、 と て も 素晴 ら し い学習態度で し た。
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Q 6 .  Homestay 

5S、疇
ヽ・r

1‘.『
l

Did you have anything hard to arrange Host family and implement thi s  

Program? 
一今回のプログラムの実施やホス ト フ ァ ミ リ ーの調整にあた っ て、 苦労 した 点などはありますか ？

• 今 回のホームステイ事業のホス ト フ ァ ミ リ ーになれたこと はとても光栄で、 苦 労 し たことはありま

せんで した。

・ 子供がいる家庭では忙 し く すぺてのプログラムに参加 出来なか っ た ため、 ホ ームステイを受 け入れ

る家庭は、 退職されたご夫婦が好ま しいのではないかと思います。

． 何組かの夫婦はホス ト フ ァ ミ リ ーと し ての経験がかなりあり、 当初はそれがプラスになると 思 っ て

いま した。 が、 実際、 ホームステイ小委員 会をつ く り、 プログラムの作成に一緒にと り かかりだす

と、 米国一般の業者や N P Oによるホームステイ ブログラムと、 県が実施する、 海外ウチナ ー移民

社 会やウチナ ー ネッ ト ワ ー クを活用 してのホ ームステイとはかなり大きな違いが あ ることを認識 さ

せ られざるをえませんで し た。 またこういっ たプログラムに、 純ウチナ ー ンチュ が 望むものと、 沖

縄系 米国人 会員 お よ び沖縄びいきのア メ リ カ 人が望 むものにも大 きな違いが あ ることを痛感 さ せ ら

れま した。

・ホス ト フ ァ ミ リ ーに登録 された方々の年齢、 バックグラウン ド や子供の有無にも大 きな差が あ る う

え、 日本語を全 く 話 さない方 々と共同でプログラム作りをや っ てい く のに苦労 し ま し た 。
・ 沖縄県出身 1 世のいる 家庭と、 沖繕系 米 国 人の間の文化の理解度や価値観の差を、 再認識 さ せ ら れ

る経験でもありま した。

・ 計画や 実施において困難な点はありま せんで した。 与え られた時間と 費 用 、

プログラムの実施も可能です。

・ホス ト フ ァ ミ リ ー （受け入れ） が少なか っ たので、

と しては 1 家族に対 し 1 人が好ま しいと思う。

Q 7 .  

ポ ラ ンテ ィ アで計画と

1 家族に 2 ~ 3 人受 けることになっ たが、 現地

May we enter your family in the Host Family Data Bank as family that i s  able to host 
home stays next year and in future years? 

一次回以降についても、 ホームステイ受け入れが可能なホス ト フ ァ ミ リ ーと し て、
ミ リ ーバンクに登録 しても良いですか ？

ホス ト フ ァ

• 自 分の子供の世話を しなく てもよ く て、 かつ主人が定年を してか らならホス ト フ ァ ミ リ ーバンクに
登録 してもいいですが、 当 分は控え さ せて頂き ます。

• はい。 受け入れが可能かどうかは毎年その年の状況によ っ て変わ っ てき ま すが、 基本的に登録をこ
のま ま 更新 したいと思います。 なるぺ く 大学生を希望 し、 社 会人でも検討いた し ます。

・いいえ、 大丈夫です。

• はい

ヽ｀

Q 8 .  Please write any other comments or requests you may have for Okinawa Prefectural 
"
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Government/ 
—その他、 県に対する要望等が あれば、 書いて く だ さ い。

・ 学生を受け入れる県人 会には、 今まで受け入れてきた県人 会の記録があ ると 思 いま すので、 参考に
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す る 資料 と し て プ ッ ク レ ッ ト を 送 っ て欲 し い と 思います。 受け入れ側の準備 に大いに役立つ と思い

ま す。

・ 昂初 は登録 した 方 の 多 く が、 各個人のホームステイで、 県人会のホームステイ と は理解 していなかっ

た よ う で し た （私 を 含め） 。 学 生 を グルー プだけで派遣するのでは な く 、 個人派遣 もでき るよ う に

し た 方 が 良 い と 思 い ま す。

・ ホス ト フ ァ ミ リ ー と し て沖 縄の生徒の受 入の機会を頂き あ り がと う ござい ます。 光栄です。

• こ の ホーム ステ イ プログラム は、 と て も 刺激 的で生徒たち に と っ ても非常に楽 し い も ので した。 も

し 生徒 3 名 に付 き 1 人のフル タ イ ムの随行員、 も し く はガイ ド がいな い場合は、 若い生徒たちのグ

ルー プ を 派遣す る こ と は避 けた ほ う が 良 い と 思い ま す。

• こ の 沖 縄 県 の ホー ム ステイ プログラム にお祝 いの言葉を述ぺた い と 思います。 これか ら も 、 このブ

ロ グラ ム を 向 上 さ せ、 参加す る ホスト フ ァ ミ リ ー や県人会 も経験を積んでいけ る と 思います。 い い

目 的 で と て も す ば ら し い プログラムです。 継続的 に続けてほ し いです。 ワ シントンD. C．沖縄会が、

活発な ア メ リ カ に あ る 沖縄県系社会の様々 な側面を提供で き る と 信 じていま す。

• 航空 券 を 2 ヵ 月 前 ま で に購入 し て ほ し い。 決定 を 早 く ！

• 今回 のホ ーム ス テ イ プログラム本 当 にあ り が と う ご ざ い ま した。 参加でき た こ と に感謝 しま す。

・1,響 ●
9,
9·

9,
I
l.
i

鬱
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思 い 出 のアルバム ジ ャ ク ソ ン ビル
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交流会での沖縄紹介 ！
ハフ と マ ン グ ー ス に つい て 発表 26 

チ ム ニ ー ロ ッ ク ！ 暑 く て 、 階段 も
っ た け れ ど 、 景 色 は 最 高 ！
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ヤ ク ソ ン ビ ル 高 校 ＆ コ ミ ュ ニ プ イ

カ レ ッ ジ も 訪問 ！

ジ ャ ク ソ ン ピル県人会の方閃 の メ ッ セ ー ジ 入 り 横断沼
―
--------

一 人
屈後のお別れ

今

てつ感謝の言 葉 を 述べ ま した ！
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思い出のアルバム ワ シ ン ト ンD. C. 

ヽ

エ テ ン セ ン タ ー で マ リ オ さ ん に 、 ベ ト プ ム
移民に つ い て の お話 を 聞 き ま した。

,_ -
ジ ャ ハ ニ ー ズ ・ アメ リ カ ン ・ メ モ リ ア ル

日 帰 り のニ ュ ー ヨ ー ク ツ ア ー で 、
移民博物 館の あ る エ リ ス島 を 訪れ ま した。

2
 



ワ シ ン ト ン D.C沖縄会のピクニ ッ ク ！
みんなで カ チ ャ ー ジ ー を踊 っ て 大 盛 り 上が り

漏

伝 え た い 沖 縄 を 発 表 ！
り んけ んバ ン ド

口

National Museum of National 日 istory
で 働 く 知 念 さ ん に お 会 い しま した ！

沖縄会の ピ ク ニ ッ クで 、 誕生 日 を
お祝い して も ら い ま した ！

’―̀  

｀

 

お 別 れ の 巳 ！
第 5 回 世 界 の ウ チ プ ー ン チ ュ 大 会で 会 う 約 束 を 交わ し、

よ な ら し ま した ！
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→ 全 日 程プロ グラ ム

平成23年度海外県人会ホ ー ムステイ受 入

平成23年 1 0月 7 日 ～平成23年 1 0月 1 7 日

⑩
 

⑩ 

月 日 時 間 内 容 場 所

10月 7 日 （金） 1 0 : 40 那覇空港到着 那覇空港
1 日 目 到着後、 ホ ームステイ先へ 各ホ ームステイ先

10月 8 日 （土） 終 日 ホストフ ァ ミ リ ーと共に過 ごす ホストフ ァ ミ リ ー宅など
2 日 目

10月 9 日 （ 日 ） - 1 1  : 30 国際通り （安里側） 集合 国際通り
3 日 目 1 2  : 00 - 1 4  : 30 旗頭行列観覧 国際通り

1 4  : 30- 1 5  : 00 国際通り→久茂地交差点 （移動）
1 5  : 00 - 1 7 : 30 大綱 引 き 参加 久茂地交差点付近
1 7 : 30- ゲストの送り 各ホ ームステイ先

10月 1 0 日 （ 月 ） 終 日 ホストフ ァ ミ リ ーと共に過 ごす ホストフ ァ ミ リ ー宅など
4 日 目

10月 1 1 日 （火） - 09 : 30 県庁集合 県庁
5 日 目 09 : 00 - 09 : 1 5  文化観光スポ ー ツ部参事監表敬 県庁

1 0 : 00- 民泊 ＠読谷 読谷村 他
ヤチムン体験、 ガマ体験等
バンダナ染め体験、 座喜味城址

l 
10月 1 2 日 （水）

6 日 目 ピ ーチ散策、 F M よみた ん出演

- 1 4 : 00 国際通り到着 国際通り
1 6  : 00- 1 9  : 00 前夜祭パ レ ー ド、 懇親 会

. . . ,i 

国際通り
. , 

1 9 : 00 - ゲストの送り 各ホ ームステイ先

10月 1 3 日 （木） - 09 : 00 県庁集合 県庁 世

7 日 目 09 : 00- 1 0  : 30 県庁→首里城 （移動） 界
1 0  : 00 - 1 5 : 00 琉舞 ・ 空手奉納演舞、 舞への誘い、 見学 首里城公園

の1 5 : 00 - 1 7 : 00 首里城公園→セル ラ ースタ ジアム那覇 （移動）
1 7  : 00- 2 1  : 00 開 会式 セルラ ースタ ジアム那覇 ウ
2 1  : 00- ゲストの送り 各ホ ームステイ先 チ

10月 1 4 日 （金） - 09 : 00 県庁集合 県庁
ナ

8 日 目 09 : 00 - 1 0  : 30 県庁→南部方面 （移動）
1 0  : 00 - 1 2  : 00 南部戦跡巡り （平和祈念資料館等） 南部 I 

1 3  : 00 - 1 6 : 00 グロ ーバル次世代 プロ ジ ェ ク ト コ ンベンシ ョ ンセンタ ー

1 6  : 00 - 1 8 : 00 各市町村へ移動 （移動）
1 8  : 00- 2 1  : 00 各市町村交流 会 恩納村、 読谷村、 西原町 チ
2 1  : 00 - ゲストの送り 各ホ ームステイ先 ユ

10月 1 5日 （土） - 09 : 30 セル ラ ースタ ジ アム那覇に集合 セルラ ースタ ジ アム那顎
9 日 目 1 0  : 00 - 1 7  : 30 国際親善 フ ァ ミ リ ー フ ットサル大 会 セルラ ースタ ジ アム那覇

17 : 00 - 2 1  : 00 ワ ール ド バザ ール フ ェ スタ セルラ ースタ ジ アム那覇 会

2 1  : 00 - ゲストの送り 各ホ ームステイ先

10月 1 6 日 （ 日 ） ホストフ ァ ミ リ ーと共に過 ごす ホストフ ァ ミ リ ー 宅など
1 0 日 目 - 1 5 :  30 セルラ ースタ ジ アム那覇に集合 セル ラ ースタ ジアム那覇

1 7 : 00 - 20 : 30 閉 会式、 グラン ド フィ ナ ー レ セルラ ースタ ジアム那覇
20 : 30 - ゲストの送り 各ホ ームステイ先

10月 1 7 日 （ 月 ） 参加者帰国 または親戚宅へ
1 1 日 目 プログラム終了

｀
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参加者プロ フ ィ ー ル

氏名 ・ 出 身 国

生 年 月 日

在 学 中 の 学校

親 （親族） の 出 身 地

趣味 • 特 技

ホ ー ム ス テ イ で
期待 す る こ と

ゴ ー ル ド ウ ォ ー タ ー マ リ ア フ ロ ー レ ン ス

（ア メ リ カ ）

1 994年5月 5 日 ( 1 7歳）

Grand River Prep 高校
1 2年生

西原町

描画 、 ダ ン ス 、 フ ル ー ト 、 和英訳 、 料理 、

お菓 子作 り

沖 縄 の 素 晴 ら し い文化 を 勉強 し た い 。 沖 縄 の 文 化 と 私 は 何 処 か ら 来 て

い る の か 知 識 を 増 や し た い。 そ し て 自 分 自 身 は ど う い う 人 か 学 び 、 新

し い 友 人 と の 出 会 い で 視野 を 広 げ た い 。 1 • 

氏名 ・ 出 身 国

生 年 月 日

在 学 中 の 学校

親 （親族） の 出 身 地

趣味 • 特 技

佐 久 間 林 ホ ロ リ ー ゴ

（ プ ラ ジル）

1 987年5月 5 日 (24歳）

ロ ン ド リ ー ナ総合大学歯学部卒業

SUPERIOR COMPLETO UEL 

恩納村

空手 、 エ イ サ ー 、 サ ッ カ ー
、 映 画 鑑 賞

ホ ー ム ス テ イ で
期待す る こ と

出 身 地 恩 納 村 の 旧 家 、 先 祖 の 墓 参 り や 旧 跡 を 訪 ね体 験 し た い 。 世 界 の

ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 に 参 加 し 、 青 年 と 交 流 を 深 め た い 。 ま た 教 育 面 や

青少年 と の交流 を 図 り た い。 ．
 氏 名 ・ 出 身 国

生 年 月 日

在 学 中 の 学校

ハ ジ ェ ホ ス コ ハ ツ ェ リ サ ベ ス カ リ ナ
（ペル ー ）

1 985年 1 1 月 1 6 日 (25歳）

CIBERTEC 専 門 学校

親 （親族） の 出 身 地

趣味 • 特技

ホ ー ム ス テ イ で
期 待 す る こ と

西原町 （祖父 、 母） 、 中城村 （祖母）

三線 、 イ ベ ン ト 企 画 、 マ ー ケ テ ィ ン グ 、

グ ラ フ ィ ッ ク デザ イ ン

西 原 町 に お け る 移民 の 歴 史 を ま と め た い 。 若 者 や 大 学 生 と の 文 化 交 流
と ネ ッ ト ワ ー ク づ く り 。 ペル ー に つ い て紹 介 し た い 。
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ゲ加者プロ フ ィ ー ル

氏名 ・ 出 身 国

生年月 日

在 学 中 の 学校

親 （親族） の 出 身地

趣味 • 特技

イ シ サカ イ レ イ ジ ョ ウ ア ミ
（ペルー ）

1 99 1 年8月 1 日 (20歳）

Pontificia Universidad Catolica del Peru 

う る ま市

沖縄音楽、 三線

n
 

ホ ー ム ス テ イ で
期待する こ と

以 前 行 く 事がで き な か っ た観光地 へ 行 っ て、 沖縄で知 り 合 い 、 共 に 学
んだ友達 と 一緒 に ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 に 参 加。 沖縄 を さ ら に 深 く 知 り
た い 。

氏名 ・ 出 身 国

生年月 日

在学 中 の 学校

親 （親族） の 出 身地

趣味 • 特技

ホ ー ム ス テ イ で
期 待 す る こ と

池原 飛 鳥
（ボ リ ビ ア ）

1 997年4月 29 日 ( 1 4歳）

オ キ ナ ワ 第 一 日 ポ 学校
8 年生

読谷村楚辺 （祖父）

絵 を 描 く 事、 エ イ サ ー 、 三線、 バ レ ー ボ ー ル、
バ ド ミ ン ト ン

自 分の ル ー ツ を 確 か め て み た い 。 沖縄の文化 を 知 り た い 。 沖縄の生活
習慣や 同年代の 人 達 と の 交流。

■ ホ ス ト フ ァ ミ リ ー 名 簿

No. ホ ス ト フ ァ ミ リ ー 名 居住地 ホ ー ム ス テ イ 者 F甕9-
1 田 邊 フ ァ ミ リ ー 那 覇 市 佐 久 間 林 ホ ロ リ ー ゴ

2 玉 那 覇 フ ァ ミ リ ー 糸 満 市
池原 飛鳥

新井 フ ァ ミ リ ー 那 覇 市

4 天 久 フ ァ ミ リ ー 与那原町 ハ ジ ェ ホ ス コ ハ ッ エ リ ザベ ス カ リ ナ

5 輿那嶺 フ ァ ミ リ ー 宜野湾市
ゴ ー ル ド ウ ォ ー タ ー マ リ ア フ ロ ー レ ン ス

新垣 フ ァ ミ リ ー 那 覇 市

7 森 島 フ ァ ミ リ ー 那 覇 市 イ シ サ カ イ レ イ ジ ョ ウ ア ミ
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参加者感想

佐久間 林 ホ ロ リ ー ゴ (24歳／プ ラ ジ ル）

ホ ー ム ステイ プ ロ グ ラ ム は 、 忘れ ら れな い 素 晴 ら し い経験で し

た。 プロ グ ラ ム に 参加 し て 沖縄文化のこ と を 広 く 知 る こ と がで き

ま し た。 それは 、 沖縄文 化 に 関 わ っ て い く 私 に と っ て賀重な機会

で し た 。 そ し て 同 じ ウ チナ ー ン チュ と して 気持 ち を 分 か ち あ え る

若者と 出会 う こ と も で き ま し た。 沖縄の良 さ を 大 切 に 思 い 、 ア イ

デ ン テ イ テ ィ ー に気付き 、 次世 代 に 引 き 継 こ う と い う 若者た ち で

す。 私 は 、 プ ロ グ ラ ム に 関 わ っ たみな さ ん や私 を 受 け入れて く れ た 田 邊 家のみな さ ん に 心 よ り 感謝 し て

い ま す。 そ し て プ ロ グ ラ ム を 通 し て 、 私達はひ と つ の家族 だ と い う こ と を 感 じ る こ と が 出 来 ま し た 。 あ

り が と う ご ざ い ま し た。 ．
 関a

ハ ジ ェ ホ ス 小波津 エ リ ザベ ス カ リ ナ (25歳／ペルー）

こ れ か ら は も っ と 沖 縄の人 と ペ ル ー 沖 縄 県 人 会 と 交流 し た い て
す。 ま た 、 青年部のた め に ラテ ィ ン ホ ー ム ス テ イ プ ロ ク ラ ム で活
動 し た い で す。 も う 一 つ プロ クラ ムが あ り ま す。 2006年 に JUNIO
R STUDY TOUR に 参加 し 活動 し ま し た。 NISETA TOUR と い う プ
ロ グ ラ ム で し た。 し か し お 金 が足 り な いので、 外 国 人の参加者は
少 な い で す。 そ れ は 交流あ ま り でき ま せ ん。 こ れか ら 県 人会の青
年 部、 研修生 、 ま た 文化のこ と を も っ と 活 動す る と 思 い ま す。

ま た 私 は 日 本語を も っ と 勉強す る と 思 い ま す。

．
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池原 飛鳥 ( 1 4歳／ボ リ ピ ア）

私 は 、 こ こ へ来 る 前 に お ばあ に 「沖縄は き れ い だよ。 家の近 く

に海があ っ たよ。 人間みん な豊かだか ら 心 も豊か にな る んだよ。

だ か ら 、 お ばあが死ん で も ぜ っ た い に ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 に は行

く ん だよ。 お ばあ は、 い つ だ っ て飛鳥の事、 見 守 っ て い る か らね」
と い う言 葉 を 私 に残 し て く れ ま し た。

そ し て 沖縄 に 来た私は 、 「あ あ 、 お ば あ の 言 っ た と お り 、 人も

豊 か だ か ら 心 も 豊 か に な る ね」 と 強 く 思 い 、 帰 っ た ら お ばあ に伝えた い と 思 っ て い ま す。
私 は あ の ス タ ジ オ の 大勢の人た ち を 見た 時 、 「 へ ぇ 、 世界に も こ ん な に大勢 の ウ チ ナ ー ン チ ュ の 血が

流れて い る人が い るんだ ぁ 」 と 思 い 、 世界が広 く 感 じ ま した。
私達 ウ チ ナ ー ン チ ュ は 、 決 して 他人ではな い。 仲間だ。 た と え生まれ育 っ た 国が ち が く て も 、 話す言

葉 が ち が く て も 私達は ウ チ ナ ー ン チ ュ の 血 が流れて い る 仲間な んだ。 さ ぁ 、 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ の み
な さ ん 、 自 分達のお じ い お ば あ 、 お 父 さ ん 、 お母 さ ん に感謝の気持ち を 伝 え よ う じ ゃ な い か。

＇ お じ い 、 お ば あ と お 父 さ ん と お母 さ ん、 私を生んで く れてあ り が と う 。 も し も 、 お じ い と おばあが移民
ー ・ しな か っ た ら 、 私は こ う や っ て世界を広 く 感 じ る事ができ ませんで した。

私 は 、 お じ い と お ば あ か ら 受 け つ い だ こ の ウ チ ナ ー ン チ ュ の 血 、 決
し て む だ に は し な い 。 こ の 「文化」 「心」 な ど を 次 世 代 へ 槃 げ る こ と
を 筈 い ま す。 ウ チナ ー ン チ ュ 大会 に 来て 本 当 に よ か っ たです。

みんなへ
「第 6 回 世界の ウ チナ ー ン チ ュ 大会で

ま た こ こ で 会お う じ ゃ な い か。 みんなのふ る さ と で ！ 」

ゴー ル ド ウ ォ ー タ ー マ リ ア フ ロ ー レ ン ス ( 1 7歳／ ア メ リ カ ）

io
 

前、 沖縄に来た時は 、 ただ遊びた か っ た け ど 、 こ の プ ロ グラ ム に参加 し て も っ
と 沖縄 の 文 化 に ふれ た い と 思 い ま した。 ミ シ ガ ン に帰 っ た ら も っ と 沖縄の こ と
広げて 「comn.nity を 広 く し た い 」 と い う 気持 ち が わ き ま し た。 す ご く 良 か っ
た で す。
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イ シサ カ イ レ イ ジ ョ ウ ア ミ (20歳／ペル ー ）

20 10 年の 8月～11月の3 ヵ月間沖縄に滞在 し てま し たので、 変わると こ ろ は

あま り な か っ たです。 いつ も変わ ら な い その温 かい歓迎が好 き です。 私の母は

198 6年 に沖縄に行き 、 人 々 の笑顔 、 優 し さ が変わ ら な いと教 え て く れま し た 。

私は 、 20 11年に 沖縄を 体験 し 、 同 じ 事 を 感 じま し た。

贔 j
 

現時点で私 に重要 なのは、 沖縄で経験

し た こ と、 学ん だ こ と を ペ ル ー に住んで

いるウ チ ナ ー ンチ ュ に 伝 え る こ とです。

な に よ り も 、 自 分の祖先と世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ が繋が っ て い る

その文化をな く し て は い け な い こ と を 伝 え た い で す。 沖縄で 、 初

めてあ っ た人と一緒 に 「安里屋ユ ン タ 」 を 歌 っ て 、 と て も 感動的

で し た。 み ん な が 昔 か らの知 り 合 い み た い で し た 。 こ の空 間を 分

かち合える気持 ち を 感 じ る こ とは素 晴 ら し い で す。 私 たちが共有
する この大 事 な 文 化 を 継承 し 、 ウ チ ナ ー ンチ ュ に つ い て 多 く の人 々 に も 見 せた いと思い ます。

ど う も あ り がと う こ ざいま し た。

�
 

�
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参加者ア ンケ ー ト

①世界の ウ チ ナー ン チ ュ 大会参加 に つ い て

飛 鳥 ： い ろ ん な 国 の 人た ち と の交流があ っ たので、 と て も 楽 し か っ たです。
マ リ ア ： 開会式はす ご く て、 エ イ サ ー が好き で し た。
カ リ ナ ： 開会式 と 閉 会式 に 自 分の 国 と 一緒で良か っ た と 思い ます。 ま た、 ワ ール ド パザ ー ルは 色 々 な

国 の こ と を 見 る こ と ができ ま し た ので、 楽 し か っ たです。 次世代ブロ ジ ェ ク ト に つ い て 、 色 々
なテ ー マ は 大切 だ と 思 い ま す。 フ ッ ト サル大会の 時は気分が悪 か っ たので、 参加でき な か っ た
で す 。 写 真 を 見 た ら 皆楽 し み ま した。 し か し 、 個 人で観光所 に訪問 も 望 ま し い であろ う と 思い
ま す。

ホ ロ リ ゴ ： 言葉では 、 言 い 表せな い決 し て忘れ ら れな い 何かがあ り ま した。 次の世代へ教え伝え て い き
た い と 心底思 い ま し た。

ァ轟” ミ ： ウ チ ナ ー ンチ ュ 大会の プ ロ グ ラ ム は、 始め か ら 終 り ま で と て も 良 か っ たです。 私は 一年前に
沖 縄 を 訪 れ 地元 の 人 々 と 親 し く な る こ と が 出 来 ま した。 そ の 沖縄 に ま た 行け る こ と は と て も 良
い 経験 で し た 。 開会式 、 閉会式では世 界 中 の 人 々 が同 じ場所でそれぞれの 想 い を 持 っ て集 ま る
と い う こ と は 、 と て も 素 晴 ら し い こ と だ と 思 い ま す。 と て も 離れ て い る 場所 に住んで い る 人達
と 出 会 い 、 一緒に な る こ と が 出 来 る の を 想像 し た こ と は あ り ま せんで し た 。 前夜祭パ レ ー ド で
ペル ー 団 体 と 一緒 に 参 加 し ま し た 。 沖縄の 人 ごた だ い ま と 言 い な が ら 挨 拶 を し て 、 国 際 通 り
を 歩 い て 行 き ま し た。 本当 に 自 分の 故郷 に い る と 感 じ ま し た。 観光を 目 的 に 来 る 観光客ではな
く 、 同 じ 家 族 の 一 員みた い に 、 快 く 歓迎 し て く れ ま した。 様 々 な イ ベ ン ト に 参加 し て 、 沖 縄 に
つ い てだ けで は な く 、 世界の ウ チ ナ ー ンチ ュ が困 難 を 乗 り 越えて来た移民先の 国 に つ い て も 学
ぷ こ と がで き ま し た 。

②読谷での民泊体験 につ いて
e
"
 飛 鳥 ： 自 然 を体験で き て本当 に よ か っ たで す ！

マ リ ア ： 海 が き れ いで、 新垣 さ ん た ち は す ご く 面 白 か っ たで す。
カ リ ナ ： 読谷の フ ァ ミ リ ー は、 す こ く 親切です。 お じ い さ んは 色 々 な 所 に連れて行 っ て く れた り 、 ゆ っ

く り バ ン ダ ナ の 作 り 方 を 教 えて く れ た り し ま し た。 お ばあ さ ん は 、 美 味 し い ご飯を 作 っ て く れ

て 、 ま た戦争の話を た く さ ん し て く れ ま し た 。 こ の体験は と て も 満足です。

ホ ロ リ ゴ ： 那覇 と は違 う 地域を体験でき た こ と は、 と て も 良 か っ た。 私 に と っ てす ぺ てが初めての こ と

で あ り な が ら 、 よ り 強 い 絆 を 作 る こ と がで き た。

ア ミ ： 新垣 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と 一緒 に 住む こ と がで き 、 と て も感動で し た。 新垣家 に 着 い た 日 、 新

垣 さ んが読谷の 色 々 な 所 を 紹 介 し て く れて 、 自 分の 家で や っ て い る 仕 事 に つ い て 教 え て も ら い

ま し た。

新垣 さ ん の 奥 さ ん は 、 沖 縄 料 理 を 作 っ て く れ ま し た。 ペ ル ー で は 家 族 と 一緒 に ；中 縫料理を よ

く 食 べ る ので、 懐 か し く 思 い ま し た 。 家 族 と 一緒 に い る み た いで し た。
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③平和祈念資料館 につ いて

飛 鳥 ： 「アメ リ カ 軍 に殺さ れる」 と 思 っ て い る 一般人の強 い恐怖 を 感 じ 鳥肌がた ち ま し た。 自 分で

も び っ く り ！

マ リ ア ： も っ と 見た か っ たです。

カ リ ナ ： 戦争の色 々 な こ と を 学びま した。 こ の所は大切であ り 特別です。 写真を見た ら 、 戦争のイ メ ー

ジで した。 ま た お 祖母 ち ゃ んの話 を 思 い 出 し ま した。 その説明 と 写真 を 見た ら 、 戟争のこ と と

祖父母の気持 ち を も っ と理解で き ま し た。

ホ ロ リ ゴ ： と て も イ ンパ ク ト が強か っ たです。 戦争の こ と は知 っ て い ま し た が、 こ れ ま で深 く 考え る こ

と は あ り ませんで した。 過去の歴史を 知 る 良 い機会 と な り 、 も っ と 学 びた い と 思 い ま し た。

ア ミ ： 平和祈念資料館で見た事は、 私 に と っ て と て も衝撃的で心に深 く 刻 ま れ ま し た。 第二次世界

大戦は 日本人 に も アメ リ カ 人 に も つ ら か っ た と 気づき ま した。 私のお じ い ち ゃ ん は、 戦争の時

に沖縄 に い ま した。 戦争体験の話 を た く さ ん 間 いた こ と は あ る けれ ど、 それは想 像の範囲 で し

た。 しか し、 資料館 に 行 っ た時お じ い ち ゃ んの話を思い出 し て、 当 時の想 い を 理 解で き ま した。

実際に起 こ っ た こ と が分か っ て、 沖場がアメ リ カ の占領下のおかれた頃の こ と も 学び ま し た。

�
 

④地域の交流会に 参加 して

飛 鳥 ： 読谷の方 に 声 を か け ら れ、 話が と て も 合 う こ と に び っ く り ！ お ば あ が 言 っ て い た 通 り 、 「人

が豊かだか ら 心 も豊かになる」 読谷は、 私の 「ふる さ と 」 と 思い ま した。

マ リ ア ： 食 ぺ物、 お い し か っ た （笑） 。 い ろ い ろ な 人 に 会 っ て楽 し か っ た。

カ リ ナ ： 色 々 な 友 達 と 会 っ て、 また西原町長 と 役場の人 と 交流で き ま した。 大切な交流だ と 思い ま す。

私は、 ペル ー 西原 町人会のプ レスと イ メ ー ジ部長ですので、 その交流でベル ー 西 原 町人会のた

め に 色 々 な話がで き ま した。

ホ ロ リ ゴ ： 誰 と も 会えなか っ たのは、 残念で し た が、 私のル ー ツ恩納村を知れた こ と は 素 晴 ら し い 励み

に な り ま した。 � 

ア ミ ： う る ま 市の歓迎会 に参加 して、 去年 3 ヵ 月 閤 う る ま 市で研修 し た 時 に 受 け 入 れ し て く れ た 市

長 と 再会 し ま した。 市役所で知 り 合 っ た 人たち と も再会で き て、 嬉 し か っ た で す。 一年後 に ま

た 会 う こ と が出来る と 思わ な か っ たです。 会えなか っ た 時が と て も 長 く 感 じ ま し た 。 当 日 、 高

江洲の親戚 と も 再会で き て 、 私が沖場 に ま た 来 ら れた こ と に 驚 い て い ま し た が、 去年みた い に

喜んで受け いれて く れま した。

⑤沖縄の こ と を学んだ り 、 人 と 交流を持つ こ と は で き ま したか

飛 鳥 ： は い ！

マ リ ア ： は い。 い ろ んな 人 と 交流で来てよ か っ たです ！ い ろ ん な 人 に会え たので、 世 界が も っ と つ

な が っ て い る 気が し ま した。

カ リ ナ ： 私の場合は、 沖縄は 2 回 目 で したので、 た く さ んの友達 と 会 う 事が 出来 ま し た 。 沖縄の人 と
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外国の人です。 また、 親戚と会うこともできま した。 でも、 今回 は西原役場の人と色々な 部長

と担当と会い ま したので、 ペ ルー 西原町人会のために話ができま した。 また、 ペルー沖縄県人

会の研修部長ですので 、 奨学金について担当と交流の話ができま した。 今回 は、 ベル ー沖縄県

人会とペル ー西原町人会の利 益のために非常に生産的な訪問 だ っ たと思い ます。 ペルー協会の
人と会う事もできま した。 時間 は短かか っ たのですが、 たくさんの人と会う事ができま したの

で、 満足です。
ホ ロ リ ゴ ： はい、 1 0 0 % 予想以上に。

ア ミ ： 2010年にうるま市の研修生と して日本語だけを勉強 しま した。 今年は 、 ウチナーンチュ大会
をき っ かけに沖縫について学ぷ機会 を与 えてくれ ま した。 前回 、 沖縄で 3 ヵ 月 間住んだ ことが
あるのに ま だ ま だ沖縄について理解する こと、 経験すること、 発見する ことがあるということ
に気がつきま した。 ウチナーンチュ大会のおかげで 、 海外と母国のたくさんの友達と出会いま
した。 沖縄滞在中にイギリスの友達と一緒に色々なと ころに行き、 イペントにも参加 し ま した。

一緒に参加 したフ ットサル大会では 、 フェ アブレ ー賞をもらいま した。

⑥ホ ス ト フ ァ ミ リ ー は ど う で し たか

飛 鳥 ： 家族と し て受けいれてくれたから、 うれ しかったです。
マ リ ア ： す ごく楽 しかっ た ！ 本当の家かのように過ご し ま した。
カ リ ナ ： ホストファミリ ーのイメ ージはす ごく違い ます。 ファミリ ーとい ったら私のイメ ージは 、 お

父 さん、 お 母 さん、 子ども達とか祖父母です。 また、 特に沖縄に行 ったら、 文化とか日本語と
か歴史をもっ と知りたいので、 ファミリ ーと一緒にいたら全部出来ると思いま したが、 私の場
合は全然違いま した。 私のところはゲストハ ウスで した。 ファミリー はいま せんで した。 毎日
お客 さんが来てみんな 酒を飲んだり、 夜遅くま で酔っ ていま した。 ただ一回 そこで朝ごはんを
食 ぺ ま した。 大仲 さんと山城さんと話 し ま したけど、 山城さんは変わりま せんと言い ま した。
（友 達のところ行 っ たら、 ホストファミリ ー じ ゃ ないですと山城さんは言いま した。 でも、 そ

り O こもホストファミリ ーで はなかっ たと思いま した。 友達は 、 お父 さんとお母 さんと住んでいま
し たので、 みんな 色々な 話が出来て、 色々な所へ行けると思いま した。 ） 山城さんと天久さん
が話 した後 、 天 久 さんと外に一緒に食べに行きま した。 でも天久 さんの友達与那城さん、 もっ
と親切 で した。 悪いけど私 はそこ はち ょ っ と • … • •。 私は沖縄に2回 目 でたくさんの友達がいま
すので、 また色々な 所をわかるので、 2 5歳で したので大丈夫で した。 でも初めてだったり、 ま
た13歳の飛鳥さんだ っ たら大変と思い ます。

ホ ロ リ ゴ ： 最高で した。 私は田邊家のみな さんのお心遺いに深く感謝 します。
ア ミ ： 私のホストファミリー は 、 とても優 しくて一緒にいて楽 しかったです。 カイさんが妊娠中で 、

出産前にもかかわ らず家族みたいに受け入れてくれ ま した。 いつも私の ことを心配 してくれ ま
した。 家族みんな でジャス コ ま で連れて行 っ てくれま した。 カイ さんとミュ キ さんにいつまで
も感謝 し てい ま す。
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⑦あなたが期待 し た こ と は ど の く ら い達成さ れ ま し た か

飛 鳥 ： 9 8 %

マ リ ア ： 1 5 0 %

カ リ ナ ： 7 0 %

ホ ロ リ ゴ ： 1 0 0 %

ア ミ ： 1 0 0 % 満足 し ま し た。

⑧印象 に 残 っ て い る プ ロ グ ラ ム は何 で す か

飛 鳥 ： 閉会式

マ リ ア ： 開会式 、 民泊

カ リ ナ ： プ ラ ジル 、 ア メ リ カ 、 ポ リ ヒ ア 3 人の友達がで き ま した。 読谷の経験 も い い と 思 い ま し た。

ホ ロ リ ゴ ： 全体の プ ロ グ ラ ム 、 ホ ー ム ス テ イ 、 すべ て の 瞬 間が 素晴 ら し か っ た。

ア ミ ： こ の プ ロ グ ラ ム は 、 と て も 良 い と 思 います。 他の 研修生 と ウ チナ ー ン チ ュ 大会 の 参加者 と 会

えたので 、 一生 忘 れ ら れな い経験 に な り ま した。 2 週間だ けで す が 、 と て も 黄重な機 会 な の で 、

こ の プ ロ ク ラ ム は ず っ と 続 け た ら い い と 思 い ます。 沖 縄 を 訪 問 し 、 人 と 出 会 う だ けで な く、 我

が 家 に 帰 る 機会です。 自 分の祖 先 を 知 り 、 違 う 国 に住んで い て も 私 達 と 繋が る ウ チナ ー ヘ の 気

持 ち を 一 生忘れ な い よ う に す るため の 良 い プ ロ ク ラ ムです 。

•
 

⑨その他、 要 望 な ど が あれば書 い て 下 さ い

飛 鳥 ： 私 に と っ て 一 番の思 い 出 は 、 「世界の ウ チ ナ ー ンチ ュ と 過ご した時間」 です。

マ リ ア ： も っ と 長 か っ た ら い い な 。 お金が も っ と でた ら い い な . . . . . . 。

カ リ ナ ： ホ ス ト フ ァ ミ リ ー 以 外 に プ ロ グ ラ ム は 楽 し か ったで す。 し か し 、 時間 は 短 い で す。 また も っ

と い ろ ん な 所 へ 行 け た ら い い と 思 い ます （ ち ゅ ら 海 水族館 と か 、 琉球 村 と か） 。 また別々の年 · 

齢庖 に した ら い い と 思います 。 13歳か ら 2 5 歳まで大き な 違 い が あ り ます。 興 味 が 違 い ます 。

ホ ド リ ゴ ： ホ ー ム ス テ イ プ ロ グ ラ ム は 、 忘れ ら れな い 素 晴 ら し い経験で した。 プ ロ グ ラ ム に 参加 し て、

沖縄文化の こ と を 深く知 る こ と が で き ま し た。 そ れ は 、 沖縄文化 に関わ っ て い く私 に と っ て 貴

重な 機会で した。 そ し て 、 同 じ ウ チナ ー ン チ ュ と し て 気持 ち を 分 か ち 合え る 若者 と 出 会 う こ と

も で き ま し た。 沖縄 の よ さ を 大切 に思い 、 ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー に 気 付 き 、 次世代 に 引 き 継 ご う

と い う 若者たち で す 。 私は 、 プ ロ グ ラ ム に 関わ ったみな さ ん や私 を 受 け い れ てくれた 田 邊 家 の

み な さ ん に 心 よ り 感 謝 し て います。 そ し て 、 プ ロ グ ラ ム を 通 し て 、 私たち は ひ と つ の 家 族 だ と

い う こ と を 感 じ る こ と が で き ま し た。 あ り が と う ご ざ いま した。

ア ミ ： こ の プ ロ グ ラ ム は 、 ウチナ ー ンチ ュ大会期間だ け で な く、 後 1 、 2 週 間で も 延 長 出 来 た ら 、

ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と の 交 流 を 深 め る こ と がで き る と 思います 。 ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 の イ ベ ン ト

に参加 し 、 毎 日 忙 し く、 家 に 帰 る の が 遅 か っ たです 。 せ っ かくの 良 い 機会で ホ ス ト フ ァ ミ リ ー

の 家 族 の 一 員 と し て歓迎 し て くれ て い る の で 、 も っ と 一緒 に 過 ごせた ら と 思 い ます 。
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ホ ス ト フ ァ ミ リ ー ア ンケ ー ト

本プログラムは 、 ホ ームステイを通しての県民との交流が大き
な目的の 一 つ です。 そのため、 受 け入れさ れるホス ト フ ァ ミ リ ー

の皆 さ ま に はプログラム趣 旨を ご理解、 ご協力頂けることが、 重
要にな っ ていま す。

今 回 は 、 新垣家の皆 さ ま 、 田邊家の皆 さ ま 、 天久 家の皆 さ ま 、

新井家の皆 さ ま 、 輿那嶺家の皆 さ ま 、 玉那覇家の皆 さ ま 、 森島家

の皆 さ まにお世話になり 、 充実したホ ームステイ体験となり ま した。
1 0月7日 ご対面＠県庁 □ ピ ー

◆ ホ ス ト フ ァ ミ リ ー ア ン ケ ー ト◆

�� Q 1 : 感想をお聞 かせ く だ さ い。

〇飛鳥 さ ん は娘と 同 じ 歳なのですが、 1 人で 4 回 も飛行機に乗 っ てまる 2 日かけて沖縄に来たことに対
して、 と て も び っ く り してい ま した。 いい刺激になっ たと思います。

〇帰 り が遅い時が あ っ て心配したので、 あ ま り 遅 く なる時には事前に電話を く れると安心します。
〇初 めてホス ト フ ァ ミ リ ー で受入しま した。 飛鳥 さ んが来る ま で は 、 心配 （言葉） でしたが 、 4 日間楽

し く で き たと思い ます。

〇初めてのホス ト フ ァ ミ リ ーでそれも民宿での受入とい うことで心配 、 不安はあ り ま した。 期間中 も民

宿の仕事とホス ト フ ァ ミ リ ーとの間で戸惑 うこと も あ り ま したが 、 とて も責重な経験と ウ チナ ー ン チ ュ

大 会に も関 われた ことに感謝しています。 当 然言葉の壁や生活習慣の違いな ど か ら どこ ま で 適 当なコ

ミュ ニケ ー シ ョ ンが取れた か わ か り ま せんが本人の希望、 要望を極力 大切にしていて 、 それを引 き 出

すことが難しか っ たとこ ろ です。 プログラムが 多忙だ っ た よ う で、 ま た 留学経験が あ り 多 数のお友 達

がいるとのことで あ ま り こ ち ら か ら 案内がで きなか っ たとこ ろが少し残念で は あ り ますが 、 カ リ ー ナ

さ んの友人、 民宿 ま わ り の友人と も 知 り 合 え た し、 期間後 も 友人同 士 フ ェ イ ス プ ッ ク などを通して 、

写真 ・ メ ー ル ・ 日本語の勉強などや り 取 り があること は 良 か っ たなと思い ます。

0お互い無理なく 出来て 、 とて も 良 か っ たです。

Q 2 : 今回 の ホ ー ム ステ イ の 実施時期 につ い て は 、 適当で し た か ？

〇夏だと沖縄 ら しいマ リ ン ス ポ ー ツが楽しめるかな ？

〇 受 入 的 に はいつ で も 大丈夫です。
〇子 ど も 達 も 秋休み に 入 り 、 時期は 良か っ たと 思 い ますよ 。

〇時期 、 滞 在期間は特 に 問 題あ り ま せ んで した。

〇民宿 なので 夏 場の シ ー ズ ン 時 よ り は む しろ オ フ シ ー ズ ンの方が触れ合える機会があ っ て 良 か っ たです。

〇適 当 で し た。
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Q 3 : 今 回 受 け入れた参加者の生活 ・ 学習態度 は いかがで し た か ？ （感想 を 述ぺて下 さ い）

〇特 に問題な く 一緒 に 生 活で き ま した。
〇子とも 達 同 士、 い ろ い ろ な事 （言葉 ・ 遊 び ・ 家族等） につ いて、 話を し た り 、 飛鳥 さ ん も い ろ い ろ 話

を し て く れて 良 か っ た と 思 い ま す。
〇私 （母） は 、 用 紙 に い ろ い ろ な 言葉を書いて も ら い ま し た。
〇 い い子で 、 一緒に生活 し や す く と て も 良 か っ た です。
〇留 学経験があ る ので 、 特 に 緊 張 した様子 も な く リ ラ ッ ク ス し て い た ので は と 思 い ま す。 日 本語での 会

話 も 生 活 内 で は 問題あ り ま せんで し た が 、 あ ま り 主張 し て こ な い の で 食 事 、 観光 、 体験案 内 な ど 本 人
の希望を も っ と 伝 え て 欲 し か っ たな。

Q 4 : 滞 在 期 間 中 は ど こ へ連れて行き ま し たか ？

〇海が見 た い と い う 事で 、 美 ら海 水族館 、 御菓子御殿 、 パイ ナ ッ プル園 （パイ ナ ッ プル に も 乗 り ま し た ・

パ イ ナ ッ プルの試食） 、 北谷 （エ イ サ ー も 見 ら れ ま した ） 、 豊崎の ピ ー チ 、 ト ミ ト ン （プル ー シ ー ルア
イ ス を 食 ぺ ま した） 、 回転ず し 、 道の駅 い と まん。

〇彼女 が 買 物 に 行き た い と い う こ と だ っ た ので 、 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー な ど 5 ヵ 所 ぐ ら い ま わ り ま した。
外に お食事に行き ま し た。 も っ と い ろ い ろ 連れて 行 き た か っ たのですが 、 今 回 は ほ と ん ど 時 間 が な か っ
た の で ・ ・ . . . . 。

0 プ ロ グ ラ ム 休 日 の 日 は 、 予め 知 人 と の 約 束 が あ っ た よ う で終 日 外 出 し て い ま し た が 、 平 日 に 数 回 那覇
栄 町 の ペ ル ー 料理店 （ ぽ く の 知 人 、 カ リ ー ナ と も 知 り 合 い の お店） で食事を し た り 、 写真 を と っ た り 、

友 人 の 学 童 の 生 徒 と も交流 し ま し た し 、 私 自 身 の 生 活の延長線上で案 内 を し て い ま し た （ と り た て て
め ぽ し い観 光 名 所 に は連れ て行 っ て ま せ ん） 。 体験。 本 当 は い く つ か連 れ て 行 き た い 所 、 例 え ば地元
の 青 年 会 の エ イ サ 一 見 学 や 自 冶 会の運動会 、 パ ー ク ゴル フ な ど 紹 介 し た い 人 、 場 所 は た く さ ん あ っ た
の で すが本人 も 多 忙 に つ き 案 内 で き な か っ たの は残念ですが。

〇平和通 り の 着 物屋 、 ジ ャ ス コ 、 メ イ ン シ テ ィ ー 等。 本人の希望で 主 に 買 い物 へ 行 き ま し た （観光地は � 

．
 

前 回 で ほ と ん ど 周 っ た そ う で す ） 。

Q 5 : 今 回 、 平 日 は 県 の プ ロ グ ラ ム ヘ 参加 し て い ま し た が、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と し て 平 日
も 完全 に 受 入可能 （平 日 も ホ ス ト フ ァ ミ リ ー が参加 者 を 案 内 す る こ と ） で す か ？

iま し ＼ （ 3 ) 2 ~ 3 日 、 1 0 日 間 、 7 ~ 8 日 、 い い え ( 1 )

Q 6 : 次 回 以 降 に つ い て も 、 ホ ー ム ス テ イ 受 入 が 可能 な ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と し て 、 ホ ス ト
フ ァ ミ リ ー バ ン ク に 登録 し て も い い ですか ？

0 も ち ろ ん で す。 よ ろ し く お願い し ま す。 再来年にな り ま す が 、 家 を 建設予定 な の で 十 分 な 部 屋 を 確保
で き る の で 受 入 も し や す く な る かな と 思 い ま す。 今 回 も 部屋 を 片付 け て個室 を 提供で き た の で 次 は 男
の子で も 受 入可能で す よ 。
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O O K です よ 。

〇ぜひ と も よ ろ し く お願 い し ま す。 ただ先方 に は 一般家庭ではな く 「hostel または GuestHouse」 で あ る

と 予めお伝え く だ さ い。

〇登録よ ろ し く お 願 い し ま す。

Q 7 : そ の 他、 要望があ れば、 書 い て 下 さ い。

i

層

〇私達 に と っ て と て も貴重な経験で した。

〇墓本 ス タ ン ス は 、 「内 地 、 ま た は海外 に い る 親戚、 子供達が沖縄の我が 家 に 遊 び に来た」 と い う 感 じ

で 受 入 を 考 え て い ま す。 希望があれば普段行かな いよ う な観光名 所 に も連れて 行 け ま すがあ く ま で 日

常の延長線 に あ る 沖縄の普通 を 見せ ら れた ら と 思 っ て い ます。 また 、 別件ですが 当 方 南部広域観光協

会の体験観光 プ ロ ク ラ ム の資格 を 持 っ てお り 、 南部 6 市町村連携で民泊事業を 平成25年度 に 向 け て 開

発 す る の に も 携わ っ て お り ま すが、 修学旅行生 、 一般の他 に 外 国 か ら も 人 の訪れ る 魅 力 あ る 南 部 （与

那原） に し た く て役場 、 商工 会 と も 協 力 し て い るのですが 、 JICA さ ん と も情報のや り 取 り があれば一

層 幅の広が る プ ロ グ ラ ム が 出 来 上 が る と 思 い ま す。 また何かの機会が あればよ ろ し く お願い し ま す。

獲
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思 い 出 のアルバム ～めんそ～れ 沖縄～

:〗-"こ鷹

1 0 月 1 1 日 文 化 観 光 ス ホ ー ツ部参事監表敬

�
 

1 0 月 9 日 国際通 り ～公 設市場～大綱 挽 き 参 加

． ＾ ＼ 

1 0 月 1 3 日 首 里 城 散 策

�
 

1 0 月 1 4 巳 平和祈念資料館見学

;‘ . 

．ヽ ·. .4'た 、1.. 、 、•，

‘ え“叫笥巡塁ぷ
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i 隕

思い出 のアルバム ～第 5 回世界の ウ チナ ー ンチ ュ 大会～

1 0 月 1 2 日 前夜祭パ レ ー ド に 参加 ＠国際通り

1 0 月 1 3 日 世 界 の ウ チ プ ー ンチ ュ 大 会 ＠ セ ル ラ ー ス タ ジ ア ム

1 0 月 1 4 日 グ ロ ー バル次世代 プ ロ ジ ェ ク ト ＠ コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー
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1 0 月 1 5 日 国際親善フ ァ ミ リ ー フ ッ ト サル大会 ＠セルラ ー スタ ジアム

1 0 月 1 6 日 閉会式 ＠セルラ ー スタ ジ ア ム

•
 

•
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思い出のアルバム ～民泊体験 in 読谷～

•

 
1 0 月 1 1 日

爆

1 泊 2 日 民泊体験 ＠読谷村

こ:•.
 
,
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編集後記

今年度は、 8 月 に 1 2名の沖縄の若者をアメ リ カ 合衆国のワ シントンD. C. と ジ ャ ク ソ ン ピルヘ派遺し、

10月には第 5 回世界のウチナ ーンチュ大 会の開催に合わせ、 受入事業を実施す る 事になりま した。
派遣事業については、 今 回初めて海外 へ渡航した生徒もおり、 これまではニュ ースや新聞、 インタ ー

ネット等でしか知 らなか っ た事を、 現地へ行き、 現地に住む方々 との交流を通して得た経験は何にも代
え 難 いものであ る と 思います。 今回のホ ームステイ派遣事業で得た経験を、 今後の人生に役立て、 ウチ
ナ ーネットワ ー クの拡大 ・ 継承に資する 取り組みを行っ て欲しいと思います。

受入事業については、 第5回世界のウチナ ーンチ ュ 大 会に合わ せて行い ま した。 海外か ら 5 名の参加

があり、 大 会期間前後において、 ホ ームステイやウチナ ーンチ ュ 大 会のイベントヘの参加や県内の施設
訪問等を通 じ、 県民 との交流が行えた事は、 母県沖縄に掃 っ てき て、 自分がウチナ ー ンチ ュであ る 事を
再認識 出来たものと考えております。

昂後になりますが、 ホ ームステイをご快諾下さ っ たホストフ ァ ミ リ ーの皆様をは じめ、 参加者を見守っ

て下 さ っ た関係者の皆様に対し、 この場を借りて感謝を 申 し上げたい と 思います。 ありが と うご ざいま
した。

（沖縄県文化観光スポ ー ツ部 交流推進課・山城 拓也）

c

 

ま ず始めに、 20 1 1 年度海外県人 会ホ ームステイ派遺事業の実施において、 ご協力頂いた ジ ャ ク ソ ン ピ

ル沖縄県人 会、 ワ シントンD. C． 沖縄 会の皆様に心 より感謝 申 し上げます。

今年度の派遣事業の参加者は 1 名の専門学生 と 1 1名の高校生で計 1 2名、 それぞれ米国・ ジ ャ ク ソ ン ピ
ル と ワ シントンD. C． への派遺 となりま した。 参加者の派遺への期待は非常に大き く 様 々 で あ り ま した。

沖縄県人 会の方々 との交流 ・ ホ ームステイはも と より、 米国 への派遺 と いうこ と で 語学力の向上や将来

の留学・就職へのつながりに期待を示した参加者もおりま した。 私が随行したワ シントンD. C． で は、 ヮ C 
シントンD. C． 沖縄 会の皆様に温か く 迎え ていただき、 家族のよ うに受 け入れて頂 き ま した。 派遣事業の
目的で あ るウチナ ー ネットワ ー クや移民学習を取り入れた現地でのプログラムを通し、 移民につ いて学
ぷ機 会を作 っ て頂き ま した。 さ らに一人一家 庭 と いう環境にも恵 ま れ、 ホストフ ァ ミ リ ー との時間も多
く 参加者一人ひと りが豊かな学び と体験を得 るこ と がで き た と 思います。 特に印象的だ っ たこ と は、 海
外で 多様な経験を積みなが らもウチナ ーンチュの心を高 く 持ち続けている沖縄県人 会の方 々 のお話や姿
で した。 県人 会の皆様の姿は参加者に様 々 な刺激を与え、 それ までの価値観や考 え 方、 将来への展望な
ど 多 く の側面で変化をもた ら していたよ うに思います。

今年は第 5 回世界のウチナ ーンチュ 大 会の開催年でもあり、 派遺後は米国か ら ワ シントンD. C． 沖縄 会、
ジ ャ ク ソ ン ピル沖縫県人 会の皆様が来沖し、 沖縄で再 会するこ と がで き ま した。 派遣直 後 と い うこ とも
あり、 参加者の大 会への関心は非常に高いものでした。 遠 く 離れた米国 と沖縄、 両 方の地で世界のウチ
ナ ー ンチュ との交わりを経験でき たこ と は、 ウチナ ーンチ ュの絆の強 さ を より感 じ るこ と だ っ た と 思い
ま す。 本事業を通して彼 ら が得た経験を今後どのよ うに将来 へ つなげてい く のか、 大 きな期待を持 っ て
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見 守 っ て い き た い と 思 い ま す。 当 センタ ー も ま た、 本 事業を通 してウチ ナー ネ ッ ト ワ ー クの継承 と 発展

に携わ る こ と がで き た こ と に感謝 し、 今後 も 取 り 組み に励んで いきた い所存です。

（沖縄 N G O センタ ー ・ 岸本 佳子）

” 

世界の ウ チ ナ ー ンチ ュ 大会 に あわ せての受入事業プログラム は、 アメ リ カ 、 ペル ー、 プラジル、 ポリ

ピアか ら の参加者を 迎 え 実 施 さ れま した。 「ぜひ ウ チナ ーンチ ュ大会に 参加 し た い ！ 」 と い う あ つい想

い を も っ た 14歳～25歳の 5 名 が、 母国か ら 遠 く 離れた沖縄で出会 い、 交流を 深めま した。 祖父母の出身

地域での交流会 に参加 し 、 地域のみな さ ん と 交流 し た後、 「お ばあが言 っ て い た
‘‘
沖縄

＂
は本当だ ！ 」

と 目 を 繹かせ高揚 し て い た 参加者が忘れ ら れ ま せん。 「沖縄 に来れて嬉 し い ！ 」 とル ー ツ沖縄を 満喫す

る と 同 時 に母 国 の祖父母や 家族 に想 い を 馳せて いた 5 名 。 沖縄をルー ツ に も ち 、 それぞれの祖先や家族

の移民 ・ 移住の歴 史や、 それを 受 けつ いで い る 自 分 自 身 と 家族を誇 り に 感 じ て い たのではな い か と 思 い

ま す。

今回の受 入 プログラム は、 ウ チ ナ ーンチ ュ 大会関連イ ベント ヘの参加が主な 内容 と な り ま した。 フ ッ

ト サル大会や若者会 議 に お いては、 同世代の若者 と の意見交換や交流で沖纏への想い を 共有 し、 有意義

な 時 間 と な り 、 開 ・ 閉 会式では、 世界の ウ チ ナ ーンチュ と 一緒にセ レモニ ー に参加 し 、 感動を 共 に し ま

し た。 参加者の感想のなかで 「忘れ られない素晴 ら し い経験」 と い う 言葉で記 さ れて い ま す。

最後 にな り ま すが、 本事業の実施 にあた り 、 来沖 した 5 名 を 家族の一 員 と してあたた か く 受け入れて

下 さ っ た ホストファミリ ー 7 家族の皆 さ ま に心よ り 感謝申 し上げます。 あ り が と う ご ざ い ま した。

（沖縄 N G O センタ ー ・ 大仲 るみ子）

e
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